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本書は、日本海東北ࣗ動ंಓのݐઃにઌཱͭ 2001 年度ࢼ掘調査で発͞ݟΕ、2005

年度に本発掘調査を実施した「野地遺跡」において、遺跡内༰の確認と土中に残͞Ε

ていた༗機࣭遺物のճ収を目的に実施した 2010 年度確認調査の報告書で͢。

調査の݁果、縄文時代晩期前葉を中৺と͢る掘ཱ柱ݐ物やクルミ・クリ・トチなͲ

の堅果類のഇغ৔、ஷ蔵݀とࢥΘΕるフラεコ状土坑が発͞ݟΕました。特に土坑の

ఈに編物を敷いた「編物敷土坑」は、縄文時代の敷物とࢥΘΕる編物が良好な状態で

อ存͞Εており、縄文時代のٕܳ޻ज़の͞ߴを༤หに物ͬޠていま͢。県内ॳྫであ

るͩけでな͘、全国的にもر少な事ྫとしてۃΊて重要で͢。

Εると͞༺׆͘޿ྉとしてࢿճの調査成果が、地Ҭのྺ史をղ໌͢るたΊの研究ࠓ

ともに、県ຽのํ々の埋蔵文化財にର͢るཧղと認ࣝをਂΊるܖ機となΕ͹޾いで͢。

区௕なΒͼに胎内市教育委員会にݩのํ々や地ݩՃ͞Εた地ࢀ後に、͜の調査に࠷

はଟ大なるྗڠޚとޚԉॿをいたͩきました。また、東日本ߴ଎ಓ࿏株式会社には、

調査にࡍして֨別のޚ഑ྀをいたͩきました。͜͜にް͘おྱਃし্͛ま͢。

　　平成 25年 3月

新潟県教育委員会

教 育 ௕　ߴ　Ҫ　੝　༤

ং



	 1	 本報告書は、新潟県胎内市大字八幡字野地 285番地ほかに所在͢る野地遺跡の確認調査記録である。

	 2	 ͜の調査は、文化庁国ิݿॿ金（県内遺跡発掘調査等）をडけて、平成22年度に新潟県教育委員会が調査主体となり、

財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（ҎԼ、埋文事業団）にґཔの͏͑実施した。

	 3	 出土遺物ٴͼ調査・੔ཧ࡞業に܎Θる֤種ࢿྉは、一ׅして新潟県教育委員会がอ؅・؅ཧしている。

	 4	 遺物の஫記は「10Ϡチ」とし、出土地఺・層Ґをซ記した。

	 5	 本書のਤ中でࣔ͢ํҐは全てਅ北である。ج४ߌのଧઃは（株）古田૊が行ͬた。

	 6	 報告書ࡌܝ遺物の番号は種別͝と（土器・石器、木製品、編物製品）に௨し番号とし、本文ٴͼૠਤ・ਤ面ਤ൛・ࣸ

ਅਤ൛の番号は全て一கしている。

	 7	 Ҿ༻文ݙは著者ٴͼ発行年（西ྐྵ）を文中にʦ　ʧでࣔし、第ᶜষ	ࣗવՊ学分ੳをআいて巻຤に一ׅしてࡌܝした。

	 8	 ؙଠࡐのࣸਅࡱӨでは小川஧തࢯかΒྗڠをಘた。なお、小川ࢯのࡱӨにΑるࣸਅにはࣸਅӈԼにˑ印を෇した。

	 9	 「第ᶜষ	ࣗવՊ学分ੳ」の͏ち「1	Ֆค分ੳ」を古代の森研究舎に委ୗした。また「2	थ種ಉఆ」は小林和貴ࢯ・

鈴木三男ࢯ（東北大学植物園）、能城修一ࢯ（森林総合研究所）、佐々木由香ࢯ（株式会社パレオ・ラボ）かΒߘۄをͬࣀた。「3	

年ྠ年代」は +414 Պ研අ 21320151「縄文時代の集落ܗ成と森林ར༻に関͢るߟ古学・年ྠ年代学・ຽଏ学的研究」

（代දɿ福島大学　木村勝彦）の一؀として分ੳをґཔし、研究分୲者である木村勝彦ࢯかΒߘۄをͬࣀた。

	 10	 「第ᶝষ 1		編物製品」にͭいては松永篤知ࢯかΒߘۄをͬࣀた。

	 11	 木製品のトレーε（木柱の一෦・ؙଠࡐ・編物）、֤種ਤ൛の࡞成・編集࡞業を༗ݶ会社ෆೋ出൛に委ୗした。

	 12	 本書のࣥචは、田海義正・渡邊裕之（埋文事業団）、荒川隆史・佐藤貴亮（県教育庁文化行政課）が͜Εにあたり、

渡邊が編集した。ࣥච分୲はҎԼのとおりである。

　　第ᶗষ 2ʜʜ佐藤　　　第ᶚষ、第ᶛষ 2	A（ピット 3～ 5）・#・$、3ʜʜ田海　　

　　第ᶛষ 2	A（ピット 1・2）・%ʜʜ荒川　　　第ᶗষ 1、Ⅱষ、第ᶙষ、第ᶛষ 1・4、第ᶝষ 2ʜʜ渡邊

	 13	 発掘調査かΒ本書の࡞成にࢸるまで、Լ記のํ々かΒଟ͘のޚ教ࣔとྗڠޚをいたͩいた。ް͘おྱਃし্͛る。

（শུܟ　Իॱेޒ）

　　　　๼෦ްࢤ　　Ԭ村ಓ༤　　小川஧ത　　木村勝彦　　小林和貴　　佐々木由香　　鈴木三男　　能城修一

　　　　松永篤知　　ࢁ田昌ٱ　　胎内市教育委員会　　　

ݴ　　　ྫ



第ᶗষ　ং　　　આ

１　調査にࢸる経緯 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1

̎　調 査 経 ա		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ3
̖　確 認 調 査		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ3

̗　੔ ཧ ࡞ 業		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ5

第Ⅱষ　遺跡のҐஔとڥ؀

１　遺跡のҐஔと地ཧ的ڥ؀ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ6

̎　पลの遺跡ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ7

第ᶙষ　調査の֓要

１　グリッドのઃఆ 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ8

ج　̎ 本 層 ং		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ8

第ᶚষ　遺　　　構

１　֓　　　要 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ10

̎　13トレンチの遺構		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ11
̖　土　　　坑		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ11

̗　ピット・ߌ		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ13

̏　18トレンチの遺構		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ14
̖　木　　　柱		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ15

̗　炭化物集中		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ15

̘　堅果類集中		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ16

̙　ؙ　ଠ　ࡐ		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ16

第ᶛষ　遺　　　物

１　土器・石器 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ17

̖　土　　　器		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ17

̗　石　　　器		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ19

̎　木　製　品 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ19

̖　木　　　柱		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ19

̗　板状木製品		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ20

ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ20		ߌ　̘

̙　ؙ　ଠ　ࡐ		ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ20

目　　　次
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第ᶗষ　ং　　　આ

1　調査にࢸる経緯

野地遺跡は、日本海東北ࣗ動ंಓのݐઃに関Θる 2001（平成 13）年度のࢼ掘調査ʦ小田 2002ʧで発

掘調査では、大ྔの遺物が出土した͜とࢼ。Εた縄文時代後期中葉かΒ晩期中葉の低࣪地遺跡である͞ݟ

かΒ࠷小ݶの掘࡟にཹΊ、また遺構を検出したトレンチでは、遺物แؚ層のް͞を知るたΊのαϒトレン

チ（෯໿ 50DN）のΈの掘࡟とした。ͦの݁果、7ຕの遺物แؚ層と の遺構が確認͞Εた（第ج17 1ද）。

特に 18 トレンチ（ҎԼ、Tと͢る）では柱ࠜが 検出͞ج5

Εるとともに、௕͞ 5NҎ্のՃࠟ޻あるؙଠࡐがԣ౗し

になͬた状態で出土した͜とかΒ、͜のपลがݐ物܈の分

෍ҬであるՄ能ੑが૝ఆ͞Εた。またଞのトレンチでも、

埋ઃ土器や土器・ണย類集中地఺のほか、野地遺跡を特௃

ͮける堅果類集中地఺がෳ਺検出͞Εた。出土遺物は、ઙ

ശ（内法 543 ʷ 336 ʷ 95NN）ࢉ׵で໿ 19ശにٴんͩ。ࢼ

掘調査では、ࠓ後、本発掘調査にࢸる͜とをྀߟして、土器・

石器なͲの遺物のΈをճ収し、遺構ٴͼ遺構に൐͏木柱や堅果類等はཆੜの͏͑ͦのまま埋Ί໭した。ͦ

して、本発掘調査ඞ要範囲はԆ΂ 108
500N2（15
500N2 ʷ 7層）と൑அした。

ͦの後、東日本ߴ଎ಓ࿏株式会社と新潟県教育庁文化行政課とのٞڠにΑり、੝土޻法かΒ޻٭ڮ法に

ม͞ߋΕる͜とがܾఆ͞Ε、本発掘調査ର৅範囲はߴ଎ಓ࿏の٭ڮ 5か所分のԆ΂ 3
150N2（90N2 ʷ 5

か所ʷ 7層）にॖ小͞Εた。ͦの݁果、12T Ҏ֎のほ΅全てのࢼ掘調査トレンチが本発掘調査範囲かΒআ

֎͞Ε（第 2ਤ）、埋Ί໭͞Εた木柱や堅果類等を調査できない͜とになͬた。2005（平成 17）年度に実

施͞Εた本発掘調査では、5期におΑͿ遺構のมભが໌Βかに͞Εるとともに、木柱や堅果類（クルミ・

クリ・トチ）、編物、࣫器、動物遺体なͲ、低࣪地に特௃的な༗機࣭遺物がଟྔに出土した。遺跡の範囲が

఺的集落と૝ఆ͞Εたʦ渡邊ほかڌҬにおΑͿ͜とや、ଟ種ଟྔの遺構・遺物の༷૬かΒ低地における޿

2009ʧ。

本発掘調査時には、Կ人かの༗ࣝ者にݱ地ࢦಋをおئいした。ͦして、一度֎ؾに͞ࡽΕた༗機࣭遺物

は࠶ͼ埋Ί໭しても෗ٺのਐ行がࢭまΒない͜とかΒ、ࢼ掘調査時に埋Ί໭した木柱なͲの༗機࣭遺物を

を௖いた。ͦ͜で、（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団と県教育庁文ݟ発掘の͏͑ճ収͢る΂きとのҙ࠶

化行政課で検౼し、ᶃڱ小な範囲にݶΒΕた本発掘調査をิ଍͢る͏͑で重要な所ݟがಘΒΕるՄ能ੑが

い͜と、ᶄ௕͞ߴ 5NҎ্のؙଠࡐをච಄に稀少な遺物が土中に残͞Εている͜とかΒ、重要遺跡として

の内༰の確認と༗機࣭遺物のճ収を目的とした࠶発掘調査をۙいকདྷ実施͢る͜ととした。ͦの後、事業

者である東日本ߴ଎ಓ࿏株式会社とٞڠを行い、࠶発掘調査実施のྃղをಘた。ͦして、2010（平成 22）

年度に野地遺跡の確認調査を実施͢るにͬࢸた。

トレンチ 遺　構　種　別

9T ൒ಁ໌ทؠ製ണยの集中地఺

11T クルミ集中地఺、ണย類集中地఺、土器集中地఺

12T 土器集中地఺

13T クルミ集中地఺

15T クリ・トチ・クルミ集中地఺

16T 埋ઃ土器 クルミ集積、ج3

18T
柱ࠜ（௚ܘ 30DN）2ج、柱ࠜ（௚ܘ 10DN）3ج、
ԣ౗しになͬた柱ʁ、クリ・トチ・クルミ集中地఺、
埋ઃ土器 1

第 1表　2001 年度試掘調査検出遺構
（ʦ小田 2002ʧかΒ࡞成）
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第 1 図　日本海東北自動車道の路線と遺跡の位置
（　ં Ҫほか2007ʧにՃච・修正）

1　調査にࢸる経緯

（国土地理院「中条」1：50,000原図 平成15年）
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2　調　査　経　ա

A　確　認　調　査

1）調 査 の 体 ੍

調 査 期 間	 2010（平成 22）年 7月 5日～ 8月 31日

調 査 主 体	 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤 （ݾࠀ

調　　　査	 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

　総　　ׅ	 木村 正ত（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

　؅　　ཧ	 　Ҫࠓ ࿱（ ಉ 総຿課௕）

　ॸ　　຿	 ҏ藤　 ೜（ ಉ ൝௕）

　調査総ׅ	 藤巻 正৴（ ಉ 調査課௕）

調 査 ୲ ౰	 田海 義正（ ಉ （掘確認調査୲౰課௕代ཧࢼ

調 査 ৬ 員	 佐藤 貴亮（ ಉ 主೚調査員）

	ԉ　　　ࢧ 株式会社古田૊　 重ಙ	৔代ཧ人　૬Ӌݱ

2）調 査 の 経 ա

͢でに第ᶗষ 1で৮Εたとおり、ࠓճの確認調査は、ᶃ低地のڌ఺的集落とਪଌ͞ΕながΒも、調査

範囲がݶΒΕていた͜とかΒෆ໌な఺がଟい野地遺跡の内༰をิ଍͢るσーλをಘる͜と、ᶄҎ前のࢼ掘

調査で発͞ݟΕ、ͦ の後、埋Ί໭͞Εた木柱やؙଠࡐなͲの༗機࣭遺物をճ収͢る͜とを目的に実施した。

ը౰ॳは、2001ܭ 年度のࢼ掘坑の͏ち、大小の柱ࠜ 堅果類の集中、ࡐのؙଠܕΘΕる大ࢥとクリとج5

を検出した 18Tと、堅果類の集中のΈを検出した 11T、13T、15T、16T のܭ 5か所を調査ର৅とした。

0 100m（1：2,000）

遺物出土トレンチ（2001年）

遺構出土トレンチ（2001年）

本調査対象範囲

本調査実施範囲（2005年）

P5

10T

7T

8T

9T

12T

5T

P4P3
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16T19T
14T
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P2P1 P5
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P2P1

第 2図　試掘確認調査の結果と本調査の範囲

第ᶗষ　ং　　　આ
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18T にྡ઀͢る 11区では、本発掘調査で௚ܘ໿ 50DNの主柱を࣋ͭ掘ཱ柱ݐ物が検出͞Εており、ݐ

物܈の分෍がͲ͜まで޿がるかが課୊と͞Εた。また、13T・15T・16T にྡ઀͢る 12・13区では、ଟ

਺の堅果類集中範囲や଍跡ྻが検出͞Εており、大ن໛なഇغ৔の存在が૝ఆ͞Εた。

しかしݱ地確認の݁果、本発掘調査後に施͞޻Εた໿ 1Nの੝土とް͞ 40DNほͲの๷૲༻化হ土に

෴ΘΕ、͞Βに、ϚπなͲのබ木が植थ͞Εている͜とが൑໌した。ࢼ掘調査時のද土（چਫ田）にୡ͢

るまでに༧ఆ֎の大෯な時間を要͢る͜とが૝ఆ͞ΕたたΊ、ܭըをมߋし、طに掘࡟にணखしていた

18T と、重機にΑる掘࡟がൺֱ的༰қな৔所にҐஔ͢る 13T のΈを調査ର৅と͢る͜とにして、ଞの 3

ͭのトレンチは後年の調査にԆ期͢る͜ととした。ͦ の݁果、調査面積は242ܭN2となͬた。੝土Լには、

Տ川ੑଯ積層（Ⅱ層）が໿ 2NにΘたͬてް͘ଯ積していた͜とかΒ、重機にΑる掘࡞࡟業は͞Βに時間

を要した。ઌに掘࡟にணखした 18Tでは、7月 15日にΑ͏や͘人ྗにΑる発掘調査を։࢝した。ͦの後、

13T も重機にΑる掘࡟を行い、7月 23 日かΒ人ྗにΑる発掘を։࢝し、Ҏ後 18T、13T ಉ時ਐ行で本

֨的な発掘調査を行ͬた。ͦの後、13T も重機にΑる掘࡟を行い、7月 23日かΒ人ྗにΑる掘࡟を։࢝

し、Ҏ後 18T、13T ಉ時ਐ行で本֨的な発掘調査を行ͬた。なお、౰ॳܭըでは重機掘࡟が̒日のと͜Ζ、

実ࡍは 11日のՔಇに૿Ճした。۩体的な土ྔは次のとおりである。

13Tɿ680�8N3（੝土 560�5N3 ʴトレンチ 120�3N3）� ౰ॳܭը 366�6N3

18Tɿ598N3（੝土 387�8N3 ʴトレンチ 210�2N3）� ౰ॳܭը 355�2N3

調査区内ではクルミやクリなͲの堅果類の集中がଟ͘検出͞Ε、ͦΕΒのચড়や記録にख間औる͜とが

༧૝͞ΕたたΊ、7月 20日かΒは調査։࢝時の࡞業員 2名にՃ͑、͞Βに 5名の࡞業員を૿員し、集中

的に堅果類に関͢る࡞業をਐΊた。

調査区における層Ґ、遺物・遺構の特௃なͲは、本発掘調査の୲౰（文化行政課	渡邊裕之（౰時）・埋文事

業団	্ࡔ༗ل）をটき、18T に関してはྡ઀͢る 11区、13T に関しては 13区の層ংをߟࢀに、ͦΕͧ

Ε૬౰層を確認し、ͦの੔合ੑを検ূした。྆トレンチともにほ΅ରԠを確認͢る͜とができ、18T の

柱ࠜが)3E層、13T の 4,1が )6B 層あるいは)5C層に૬౰͢るՄ能ੑがߴいと൑அ͞Εた。͞Βに、

新潟大学֐ࡂ෮ڵՊ学ηンλーの๼෦ްࢤ।教तかΒ、౰時のଯ積状گなͲにͭいてޚ教ࣔをಘた。調査

期間中、࿈日記録的な໠ॵではあͬたが、ఱީにܙまΕ࡞業はॱ調にਐんͩ。たͩし、8月 12日の୆෩

4号௨ա後はෆ҆ఆなఱީがଓき、8月 14 日のݱ地આ໌会では、ڧ෩と大Ӎにݟ舞ΘΕࢀՃ者は 23名

であͬた。またトレンチはਫ຅し、8月 16日は 1日がかりの෮࡞چ業を༨ّな͘͞Εた。18T では、8

月 19 日に柱のऔり্͛、ཌ 20日にはԣ౗しのクリࡐのऔり্͛ٴͼ埋文ηンλー΁のൖೖを行い、8

月 26 日には埋Ί໭しがྃ׬した。堅果類集中区内で検出͞Εた編物や骨なͲ、ۭؾ中ではྼ化がૣ͘、

ૣ期にख౰がඞ要と͞Εるものに関しては、埋文事業団อ存ॲཧ୲౰の三πҪ๎ࢠ൝௕のࣔࢦでऔり্͛

第 3図　13T から検出したフラスコ状土坑（SK1）のクリーニング風景

2　調　査　経　ա
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業を実施した。一ํ、13T࡞ では、8月 12日に堅果類の集中区（13Tクルミ 1とԾশ）とࢥΘΕていた৔

所かΒαンϓルをϒϩック状にऔり্͛るࡍ、クルミのఈかΒ編物とࢥΘΕる遺物を発ݟした。クルミの

पลを୮೦にਫ਼査したと͜Ζ、土坑の縁にԊͬて編物୺෦が少し͑ݟてきた。͜Εに関しては、ͦの後の

੔ཧ࡞業で、土坑の内༰物は堅果類ͩけでな͘、木製品なͲがଟ͘ೖΕΒΕ、͞Βにఈ面全体に編物が敷

かΕたフラεコ状土坑（13T　4,1）である͜とがΘかͬた（第ᶚষ）。

調査期間にݶりがあͬたたΊ、土坑のݱ地でのৄࡉな調査はあきΒΊ、クルミが٧まͬたままの状態で

औり্͛る͜ととし、一෦のΈ࿐出していた土坑の全体を掘りͩ͢࡞業にै事した。͜の土坑は෯໿1�3N

と、༧૝Ҏ্の大き͞であͬた͜とかΒ、࠷ऴ的に全体を掘りͩせたのは 8月 25日で、͜の࡞業ͩけで

໿ 2ि間を要した。土坑はͦの大き͞かΒ௨ৗのണ͗औり࡞業ではऔ্͛がࠔ೉なたΊ、地かΒ੾り཭

͢たΊに௚ܘ 2NNのεςンレεϫイϠーで地ࢁとの੾り཭しをࢼΈたが、ϫイϠが੾Εࣦഊした。ͦの

後、土坑のԼにܘ 20NNのమےをਫ平にෳ਺ଧちࠐΈ੾り཭した後にཪฦし、発๐΢レλンでఈ面を෴ͬ

た。͜ΕΒのऔり্͛࡞業後、8月 27 日に埋文ηンλーにൖೖした。8月 31日、13T の埋Ί໭しྃ׬

とともに͢΂ての調査をऴྃした。

#　੔　ཧ　࡞　業

1）੔ཧ࡞業の体੍と経ա

基礎整理　ࢼ掘確認調査の合間を๓ͬて、2010年9月1日かΒཌ年3月31日まで、田海と佐藤が主に行ͬ

た。遺物のਫચٴͼ஫記なͲは佐藤が୲౰し、本調査ऴྃ後のΘͣかな期間とౙق間で行い、2010 年度

内に͢΂て行ͬた。遺物はઙശ 9ശであͬたが、ͦの͏ち 5ശは木製品や࣫ృり土器なͲਫ௮にΑるอ

存がඞ要と͞Εるものである。͞Βにクルミ・クリなͲの堅果類の遺物は、ճ収してきたフラεコ状土坑

にଯ積していたものをআ͘とコンςφശ 3ശであͬた。

編物敷きフラεコ状土坑は埋文ηンλー΁のൖೖ後、อ存ॲཧ୲౰の三πҪ൝௕と田海が土坑ఈ෦の編

物にୡ͢るまでਵ時クリーχングと記録を行ͬた。

業をਐΊるなかで、อ存状態が良好な編物（Χΰ）や木製品が検出͞ΕるなͲ、堅果類Ҏ֎の遺物も࡞

ଟ਺検出した。また、ಉ時に 18T かΒճ収してきた 5本の柱ࠜおΑͼクリとࢥΘΕる大ܕのؙଠࡐのク

リーχングも行ͬた。ͦの݁果、柱ࠜに関しては石ිにΑるՃࠟ޻が໌ྎであͬた͜と、大ܕのؙଠࡐに

ͭいては、౰時ݐங༻ࡐࢿとして༻ҙ͞ΕたՄ能ੑがࢿ、͘ߴྉՁ஋がߴい͜となͲの新たな৘報をಘる

͜とができた。

͜ΕΒの遺物にͭいては、࡞業の్中ではあͬたが、2010 年 12 月 3・4日に埋文ηンλー木製品อ

؅౩にԙいて一ൠެ։した。しかし、͜͜でもѱఱީにݟ舞ΘΕ、事前の報ಓにもかかΘΒͣདྷ৔者は 2

日間で22名にとͲまͬた。また、ࢼ掘確認調査൝のたΊ࡞業員௞金の確อがෆे分で、遺物ਫચをは͡Ί、

ほとんͲの࡞業を調査員のΈで行͏なͲ、੔ཧ体੍がෆे分であͬた఺は、ࠓ後の൓লࡐྉである。

報告書整理　報告書のࣥච࡞業は渡邊を୲౰に田海と分୲した。また、木柱ٴͼ編物のथ種ಉఆは東北大

学植物園 鈴木三男園௕、大ܕクリࡐの年ྠղੳは福島大学	木村勝彦教त、Ֆค分ੳは古代の森研究舎	吉

川昌伸代ද、フラεコ状土坑（4,1）ٴͼピット 2（1JU2）かΒ出土した編物の分ੳは名古԰大学大学Ӄത

࢜課ఔ	松永篤知ࢯにґཔした。

土器・石器・石製品・木製品なͲ໿ 70఺の実ଌ・トレーε、ࣸਅࡱӨを 2011 ～ 2012 年に行ͬた。

ͦの後、原ࣥߘච・編集・ߍ正を行い、2012 年度に発掘調査報告書を印刷・ץ行した。

第ᶗষ　ং　　　આ
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第Ⅱষ　遺跡のҐஔとڥ؀

1　遺跡のҐஔと地ཧ的ڥ؀

新潟平野は、東ଆとೆଆをӽ後຺ࢁとڕপٰྕ、西ଆを໻彦ࢁ地と東ᰍ城ٰྕにΑͬてը͞Εた日本海

にԊͬてࡉ௕͘伸ͼる޿大なԭ積平野で、ೆ 北໿100LN、東西໿10～25LN、面積は໿2
070LN2にٴͿ。

新潟平野のほとんͲはԭ積面で઎ΊΒΕ、関東平野にൺ΂てஈٰがほとんͲ発ୡしない。また、ઔ状地の

発ୡがۃΊてऑ͘、北཮地ํのॾ平野ともҟなる。新潟平野を࠷も特௃ͮけるのは、Ԋ؛෦にܗ成͞Εた

ෳ਺のٰ࠭ྻ（࠷大 10ྻ）と、ͦの内ଆに఺在͢る大小の潟・ބপ܈である。

野地遺跡は、新潟平野の北෦、胎内市（چ北ו原܊中৚町）大字八幡字野地 285番地ほかに所在͢る。

第 4ਤは、ઓ前のถ܉にΑるࡱۭߤӨࣸਅなͲをもとに෮ݩしたඍ地ܗਤであるʦ鈴木 2004ʧ。野地

遺跡のपลの地ܗは、東ଆの۳ࢁ௶ߴ・຺ࢁܗ地なͲのࢁ地やٰྕ、西ଆの新潟ٰ࠭、ͦの間に޿がるԭ

積地かΒ構成͞Εる。۳຺ࢁܗをݯと͢る胎内川は、ڦ୩をൈけて新潟平野に出ると一ؾに土࠭のଯ積を

࢝Ί、新潟平野では௝しい発ୡしたઔ状地ܗをܗ成͢る。本遺跡は͜のઔ状地の຤୺෇ۙにҐஔし、胎内

川のӈ؛にܗ成͞Εたࣗવఅ๷間の低地෦にཱ地͢る。胎内川のݱ在のՏޱは、1888（໌࣏ 21）年に։

Εた์ਫ࿏であり、ͦΕ͞࡟

Ҏ前は、ٰ࠭ྻの東ଆを北ྲྀ

して荒川に合ྲྀしていた。ઔ

୺෦に޿がる低࣪地ଳは、࠭

ٰྻにΑͬてִてΒΕ、行き

৔をࣦͬたかͭてのྲྀ࿏が残

したものであΖ͏。また、ઔ

状地特༗の地ཧ的ڥ؀とし

て、胎内川の෬ྲྀਫの༙出が

ઔ୺෦にݦ著である͜とをࢦ

ఠ͢る͜とができる。実ࡍに、

遺跡にྡ઀͢る県ࢦఆఱવ記

೦物の「地本のミズόシϣ΢

落」（第܈ 1 ਤ）ではࠓでも

෬ྲྀਫのࣗ෾が認ΊΒΕ、ԟ

時の面Өを఻͑ている。野地

遺跡をؚΊて、縄文後晩期遺

跡のଟ͘がઔ状地の຤୺෇ۙ

で検出͞Εている͜とは、෬

ྲྀਫのࣗ෾とԿΒかの関܎が

あるものと͑ߟΒΕる。

野地遺跡

2km
4km

乙乙
道端遺跡

江添遺跡
昼塚遺跡

道下遺跡

野地遺跡

中ノ沢遺跡
青田遺跡

仁谷野遺跡

田屋遺跡

中部北遺跡

0 2km

旧流路

砂丘

低湿地

湖沼

山地・丘陵

扇状地

荒川

胎内川

胎内川

櫛形山脈

荒川

胎内川

胎内川

櫛形山脈

旧紫雲寺潟

第 4図　遺跡付近の微地形（ʦ鈴木 2004ʧ一෦վม）
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2　प ล の 遺 跡

野地遺跡のपลには、本遺跡とಉ時

期あるいは前後͢る時期の遺跡が分෍

͢る（第 4ਤ）が、ൺֱ的୹期ܧଓܕ

の遺跡が大൒を઎Ίる（第 3 ද）。野

地遺跡がܗ成͞ΕるҎ前には、荒川

ӈ؛の中෦北遺跡、野地遺跡かΒ໿

2LN のڑ཭にҐஔ͢るߐఴ遺跡、ٰ

ྕ্にཱ地͢る中ノ୔遺跡がある。ٰ

ྕ্の中ノ୔遺跡が集落的な༷૬をࣔ

͢一ํ、ԭ積地のߐఴ遺跡では、遺構

਺はଟいものの࡞業৔的な༷૬がڧ

い。後期中葉～晩期前葉になると、ԭ

積低地を中৺にଟ͘の遺跡がܗ成͞Ε

る。ྡ઀͢るன௩遺跡とಓԼ遺跡は、

ほ΅ಉ時期にӦまΕた遺跡であるが、前者は掘ཱ柱ݐ物とଟ਺の土坑、後者は୦݀ॅډ・土坑ุが遺構の

主体となる఺でҟなる。͞Βに、石᭲を主体と͢る晩期前൒の一ൠ的な石器૊成をࣔ͢ಓԼ遺跡にରして、

ன௩遺跡では石器の 4ׂをຏ石類が઎Ίる఺でもҟなる͜とかΒ、૬׬ิޓ的な関܎にあͬたとਪଌ͞

Εている。また、ಓ୺遺跡と田԰遺跡では遺構・遺物ともに少な͘、キϟンϓαイト的なੑ֨が૝ఆ͞Εる。

͜のΑ͏な中にあͬて、野地遺跡は࠷も存ଓ期間が௕͘、ଟ͘の遺構と遺物が検出͞Εている͜とかΒڌ

఺的な集落遺跡のՄ能ੑがߴい。また、ٰྕ্にཱ地͢るਔ୩野遺跡は、正式な発掘調査が実施͞Εてい

ないたΊৄࡉはෆ໌ながΒ、中期後葉～晩期後葉にかけての遺物が͞ݟࢄΕ、௕期ܧଓܕの遺跡であͬた

Մ能ੑがある。ͦの後、晩期後葉～຤には、胎内川؛ࠨにおいて౰֘期۶ࢦの大ن໛集落である੨田遺跡

が出͢ݱる一ํ、田԰遺跡をআき、胎内川ӈ؛のԭ積地では遺跡が確認できな͘なる。晩期中葉をڥとし

て、野地遺跡पลでは遺跡の動態に大きなม化がੜ͡た͜とをਪଌ͞せる。

第 3表　周辺遺跡の消長

中෦北 ఴߐ 田԰ ன௩ ಓԼ ಓ୺ 野地 ੨田

縄
文
後
期

前

中

後

縄
文
晩
期

ॳ

前

中

後

຤

遺跡名 時　期 主な遺構 文　ݙ

中෦北 中期中～後期中葉 土坑 7・ピット 4 ほか2008ܧ

ߐ ఴ 後期前～中葉
୦݀状遺構 1・石囲࿍ 1・
഑石 1・土坑 141

ંҪほか2005

中ノ୔ 中期຤ ୦݀ 2～・土坑 15 ਫᖒ 1994

ன ௩ 晩期前～中葉
掘ཱ柱ݐ物 9・土坑 256・
ピット 220

ંҪほか2005・2006

ಓ Լ 晩期前葉
୦݀ॅډ 10・土坑ุ 40・
埋ઃ土器 6

ંҪほか2007

ಓ ୺ 晩期前葉 土坑 5・遺物集中 3 渡邊ほか2003

田 ԰ 後期前・晩期後葉 土坑 4 吉Ҫ 2003

野 地 後期中～晩期中葉
掘ཱ柱ݐ物 1・平地ॅډ 1・
୦݀状遺構 2・土坑ุ 4・
土坑 46・堅果類集中 39

渡邊ほか2009

ਔ୩野 中期後～晩期後葉 未調査 中৚町 1982

੨ 田 晩期຤
掘ཱ柱ݐ物 58・土坑 79・
ピット 257・堅果類集中 59

荒川ほか2004

第 2表　遺跡周辺の主な遺跡

第Ⅱষ　遺跡のҐஔとڥ؀
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第ᶙষ　調 査 の ֓ 要

1　グリッドのઃఆ

グリッドは 2005 年度本発掘調査時のઃఆをͦのままར༻した。ߴ଎ಓ׬全ڙ༻時（1期ઢ・2期ઢをؚ

Ίた法ઢ）のηンλーߌである 4TA�329 と 4TA�331（)1715 調査区࿬）を݁んͩラインをグリッドの主

࣠とし、ͦΕに௚ަ͢るΑ͏に東西ํ޲のグリッドઢをઃఆした。主࣠はਅ北かΒ໿ 34度東ภ͢る。グ

リッドには大小 2種類があり、大グリッドは 10N࢛ํを୯Ґとし、小グリッドは大グリッドを 2N࢛ํ

に 25分ׂしたものである。大グリッドはೆ西かΒ 1～ 16、北西かΒA～ Fとݺশし、྆者の૊合せに

Αり特ఆのҐஔをදࣔ͢る͜ととした。13トレンチは 13E・14E グリッド、18トレンチは 6E・7Eグ

リッドに֘౰͢る小グリッドは 1～ 25のࢉ༻਺字でࣔし、ೆ 東۱が 1、北東۱が 25になるΑ͏഑ஔした。

ඪ஋は、6F1࠲ճの調査区をࣔ͢ࠓ グリッド（ੈքଌఆܥɿXʹ 231632�5865、:ʹ 78740�2785）、13E1

グリッド（ੈքଌఆܥɿXʹ 231632�5865、:ʹ 78810�2785）となる。

なお、ࠓճの調査区と 2005 年度本発掘調査調区とのҐஔ関܎を࠲ඪσーλかΒ෮ݩしたと͜Ζ（第 5

ਤ）、ʦ渡邊ほか2009ʧでఏࣔしたҐஔਤ（第 2ਤ）にࠩޡがੜ͡ている͜とが൑໌した。正し͘は第 5ਤ

のとおり、11調査区とࢼ掘 18Tはほ΅઀し、13調査区とࢼ掘 13Tのೆ東୺は໿ 5N཭ΕているҐஔ関

。にある܎

本　層　ং　ج　2

本発掘調査時の土層࡯؍をϕーεに、ࠓճの確認調査所ݟを෇Ճしてج本土層をࣔ͢。֤トレンチのৄ

はਤ൛گなଯ積状ࡉ 2の土層஫記をࢀরいたͩきたい。なお、第ᶗষ 2Aで৮Εたとおり、ࠓճの調査範

囲には、2005 年度本発掘調査後の੝土が໿ 1�4Nのް͞でଯ積していたが、本書でࣔ͢ج本層ংおΑͼ

ηクシϣンਤ（ਤ൛ 2）では、͜の੝土をআいて記ࡌしている。

Ⅰ層　表土・盛土・旧耕作土

Ϳ土層を一ׅ͢る。層ްはٴがڹ代のӨݱۙ 15～ 20DN。

Ⅱ層　河川堆積層

࠭とシルトかΒ構成͞Ε、෗植層が所々で؏ೖ͢る。13T ではᶙ層（遺物แؚ層）までのް͞が໿ 2N、

18T では໿ 1�5Nଯ積していた。遺跡は、͜のⅡ層にΑͬて地Լਂ͘に埋຅͞ΕたたΊ、後ੈの֧ཚを

໔Εる͜とができた。クϩεラミφ、平行ラミφ、΢Τーϒ（೾成）リッϓルʦಹਢ・᪅ 2003ʧの発ୡ

が著し͘、Տಓのྲྀ࿏มߋやߑਫなͲでଯ積した͜とが໌Βかである。18T ではピット 1（木柱）पลで

࠭とシルトが೾ଧͭ状گがݦ著で、ピット 1のݐ物がഇઈして্԰がফࣦした後、ߑਫなͲにݟ舞ΘΕ

たՄ能ੑが͏かがΘΕる。また、18Tでは地਒のӷ状化をࣔ͢෾࠭が確認͞Εた。

Ⅲ層　遺物包含層

縄文後期中葉～晩期中葉の遺物をؚΉ。2005 年本発掘調査時とಉ༷に、土器・石器なͲの遺物をൺֱ

的ଟ͘แؚ͢る層を「)」、遺物をほとんͲؚまない層を「,」とҎԼではද記͢るが、18T では間層と



9

してᶙ �1 ～ 7層を新たにઃఆした。Ⅱ層にΑͬてް͘෴ΘΕているたΊ後ੈの֧ཚが全͘ٴんでいない。

13T は本調査区 13区、18T は 11 区の土層とରൺ͢る͜とができる。本発掘調査の所ݟにै͑͹、13

区の)1～ ,5層が縄文時代晩期前൒、)6B ～ )6C 層が後期後葉～晩期ॳ಄、)7B 層が後期中葉～後葉

に֘౰͢る一ํ、11区では)1～)7層全てが晩期前葉にҐஔͮけΒΕる͜とになる。ࠓճの調査はࢼ

掘トレンチの࠶発掘であるたΊ、ਂ͘まで新ن掘͢࡟る͜とはしなかͬたが、縄文後期の遺物แؚ層がな

いと͞Εた 11区にྡ઀͢る 18T かΒ後期後葉の遺物が出土している（ਤ൛ 5�1・2）。͜の͜とは 2005

年度調査成果をݟ௚͢貴重なσーλとなる。

13Tではᶙ層のް͞は໿1Nをଌる。)1～)4層は堅果類をଟؚ͘Ήものの土器・石器なͲが少ない。

一ํ、)5～)7層はଟ͘の遺物をแؚしており、人޻遺物の出土ྔにݦ著なࠩが認ΊΒΕる。18Tのᶙ

層はް͞໿ 0�8Nをଌる。)1～)2層は 13Tとಉ༷に堅果類がଟ͘、遺物は少ない。掘ཱ柱ݐ物の柱ࠜ

と͑ߟΒΕる柱は)3E層を検出面としており、͜のஈ֊Ҏ߱とҎ前で৔のੑ֨・ڥ؀がม化したՄ能ੑ

がある。18T では)3E 層Αり໿ 0�6NԼҐの)5層かΒ、ほ΅東西に౗Εた௕͞ 5NҎ্のؙଠࡐが出

土した。ಉ地఺では、ᶙ �3 層ҎԼの土層が胎内川ํ޲΁޲かͬてࣼ܏をڧΊており（ਤ൛ 2ɿ18T 北西นᶃ）、

ؙଠࡐの出土Ґஔはちΐ͏Ͳ地ܗม׵఺にରԠしている。૝૾を᫶し͘͢Ε͹、川のྲྀΕに面した集落の

縁ล෦にؙଠࡐがஔかΕていたՄ能ੑが૝ఆできるかも知Εない。

第 5図　調査区位置図
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第ᶚষ　遺　　　構

1　֓　　　要

ճの調査では、༗機࣭遺物が残͞Εたࠓ 5ͭのࢼ掘トレンチの͏ち 2か所をର৅としたが、ͦの 13T

と 18T のҐஔを特ఆ͢る͜とにかなりの時間を要した。第 2ਤは 2001 年度ࢼ掘確認調査トレンチと

2005 年度本発掘調査区のҐஔ関܎をࣔしたものである。྆調査区のҐஔは正確なଌྔにもとͮ͘もので

はないたΊ正確͞にܽけており、実ࡍにࢼ掘トレンチのҐஔを検͢ࡧるのにख間औͬた。࠷ॳの࡞業は重

機のճస・৐りೖΕでඞ要となる範囲の๷૲༻੝土のআڈで、ͦの後、چਫ田面に残るࢼ掘トレンチのϓ

ラン検出を目ࢦした。第 5ਤのࢼ掘トレンチの֎にඳかΕた 2重࿮ઢは੝土をআڈした範囲である。

掘トレンチの平面ϓランを検出した後、13Tࢼ֤ では༗機࣭遺物を確認した範囲にݶఆして࠶調査し、

্、໛は্୺௕28Nن掘調査時の13Tのࢼ。業時間の୹ॖをਤͬた࡞ ୺෯໿7�5N、Լ୺௕20N、෯໿2�7N

で、ೆ 東޲きのนࡍには、遺構検出面ΑりԼҐの土層を確認͢るたΊのαϒトレンチが 3か所ઃけΒΕた。

トレンチの掘࡟層Ґは)3層্面で、αϒトレンチのΈ)6B・)6C 層まで掘りԼ͛た（ਤ൛ 2）。トレン

チఈ面は北東かΒ 3分ׂ（A～ $）し、AかΒทؠフレイクの集中地఺、$かΒクルミ集積 1か所と縄文

時代後期の஫ޱ土器を検出した。ࠓճの調査ではクルミ集積の調査を目的に$を࠶調査した。ࠓճの調

査範囲は্୺௕໿ 12N、෯໿ 7�5N、Լ୺௕ 6�7N、෯ 2�7Nをଌる。ද土（ඪߴ໿ 11N）かΒのਂ͞は、

$のαϒトレンチఈで 3�15N（ඪߴ 7�7N）、クルミ 1（4,1）検出面で 2�75N（ඪߴ໿ 8�1N）である。18Tは、

ෳ਺の木柱がࢼ掘調査で確認͞Εている͜とかΒ、トレンチの全てを࠶発掘した。ن໛は্୺௕໿ 20N、

෯ 8N、Լ୺௕ 15�5N、෯໿ 4Nである。ද土（ඪߴ໿ 10�8N）かΒのਂ͞は平ۉ 1�7N～ 2Nで、北東

୺ 7E9の柱݀ 1෇ۙで 2�75N、ೆ西୺ 6E7では 3�1Nまで掘࡟した。

なお、ࠓճの調査は༗機࣭遺物のऔ্͛が主要な目的である͜とかΒ、ࢼ掘調査で検出した遺構確認面

ҎԼの遺物แؚ層は掘りԼ͛ない事とした。

野地遺跡をܗ成͢るଯ積層は、1ຕ 1ຕのް͞がബいたΊ、少し掘ਂ࡟度がਂ͘なるͩけで別の層にୡ

してしま͏。ͦのたΊ、ྡಉ࢜でಉ一層を調査しているͭもりでいながΒ、実はޓいにҟなる層を掘࡟し

ていたとい͏事態をটきかͶない。ͦ͜で、遺構の調査・検౼にあたͬては、検出層Ґ・掘࡟層Ґ・所ଐ

層Ґの೺Ѳを重ࢹした。

検出層Ґとは、「発掘調査で遺構を検出した掘࡟面」ʦ田中 2002ʧをࢦし、「検出層Ґ」または「検出面」

とද͢ݱる。掘࡟層Ґとは、遺構の掘りࠐΈを確認した層Ґをࢦし、遺構掘࡟౰時（本遺跡では縄文後晩期

の֤期）の地ද面（ੜ׆面）をҙຯ͢るものではない。本文では、「掘࡟層Ґ」または「掘࡟面」とද͢ݱる。

ബ層が重৞͢る野地遺跡では、平面的な遺構ਫ਼査では検出面と掘࡟面の区別がͭなかいものの、ηクシϣ

ン・ϕルトの࡯؍を݉༻͢る͜とで、検出面Αりも্層で掘࡟面を確認͢るྫも少な͘ない。所ଐ層Ґと

は、遺物แؚ層との੾り合い関܎や、遺構埋土中の出土遺物なͲをもとに、遺構が本དྷ所ଐ͢る層Ґの͜

とを͢ࢦ。遺構内かΒෳ਺時期の遺物が出土している৔合には、ج本的に࠷も新しい時期を所ଐ時期と͢

る。たͩし、実ࡍには、遺構の時期が൑அできない৔合もあり、掘࡟層Ґをもͬて所ଐ層Ґをਪଌしたも

のもଟい。



11

2　13 トレンチの遺構（第 6ਤ、ਤ൛ 1・3・12～ 18）

掘調査のऴྃ報告書では、13Tࢼ かΒクルミの集中地఺ 1か所が発͞ݟΕた͜とになͬていたが、埋

Ί໭し土をऔりআいたと͜Ζ、ೆ東น面ࡍのαϒトレンチかΒ堅果類（クルミ֪）集中が 2か所検出͞Ε

た（ਤ൛ いํをクルミ޿、Εていたので͞ࡌ掘調査報告書では「クルミ集中」と記ࢼ。（17�5 1、นࡍを

クルミ 2と໋名した。ͦの後、クルミが土坑やピットにഇ͞غΕたものである͜とが൑໌したたΊ、ク

ルミ 1を 4,1、クルミ 2をピット 3とซ記͢る͜ととした。

A　土　　　坑（第 6ਤ、ਤ൛ 1・3・9・12～ 18）

෯໿ 0�8Nのαϒトレンチの東୺で検出した。全体をݱΘ͢たΊに֦ுしたと͜Ζ、௕࣠ 1�25Nʷ࠷

大෯ 1Nの範囲に、൒分にׂΒΕたオχグルミ֪を主体に少ྔのクリൽ・トチൽかΒ構成͞Εた堅果類

の集積が検出͞Εた。第 6ਤᶃの఺ઢで囲ΘΕた範囲がपลΑりも 15DNほͲ͘ߴ残ͬていたクルミの

まりである。クルミ֪集積（クルミߴ 1）のߴ低ࠩは、ഇ޲ํغをࣔ͢ものかも知Εない。

൒ፊしてஅ面͢࡯؍るたΊクルミ֪をऔりআき࢝Ίたと͜Ζ、土坑ఈ෦とお΅しき෦分かΒ植物࣭の編

物༷のմを検出した。ͦ͜でクルミ֪分෍範囲のपลをৄࡉに͢࡯؍ると、遺構検出面に編物状のஅ面

が͑ݟる෦分があͬた。͜Εは土坑ఈに編物が敷かΕ、ͦの୺෦が縁にԊͬて͑ݟているものと൑அし

た。͜ΕҎ্のৄࡉな調査は時間的かͭ৚݅的に೉しい͜とかΒ、प囲の土͝と੾りऔり、県埋蔵文化財

ηンλーにӡんͩ͏͑で࠶調査͢る͜ととした。Ҡங࡞業は 2010 年 8月 26日かΒ 2日間行ͬた（ਤ൛

183�7）。

クルミ 1の検出面が౰時の地ද面であり、ͦ͜に一ఆํ޲かΒ堅果類をഇغしたとղऍしていたたΊ、

クルミ 1を෴͏土層அ面の࡯؍の機会をҳした。վΊて土層அ面ਤ（ਤ൛ 2）を確認してΈると、クルミ

1෇ۙの土層「࠭」ͩけがۼんでいる͜とが分かる。͞Βに、ࣸਅ（ਤ൛ 17�7）には、クルミ 1্面のଯ

積土ͩけがप囲とҟなͬていた͜とが記録͞Εており、クルミ 1が土坑の埋土中にある͜とをݟಀして

いた͜とになる。Ҏ্の͜とかΒ、遺構の検出層Ґは)6B 層、ງࠐ層Ґは)5C 層とਪଌした。ಉ層の

্ҐかΒ掘͞࡟ΕていたとԾఆ͢Ε͹、クルミ検出面Αり໿ 0�2N্に土坑の։ޱ෦があͬた͜とになる。

室 内 調 査（第 6ਤ、ਤ൛ 3・9・12・14・15）

埋蔵文化財ηンλーにൖೖした 4,1（クルミ 1）とྡ઀͢る編物（ピット 2）の調査は、ピット 2の編物

のਗ਼૟かΒ։࢝した。ͦの後、4,1 の西ೆଆ൒分のクルミ֪のআڈをखֻけた（ਤ൛ 14�1）。্෦のクル

ミ֪をかなりऔりআいてかΒηクシϣンਤ（ਤ൛ 3）を࡞成したたΊ、ਤ面の中央のクルミ層の͞ߴは検

出時Αりも໿ 12DN低い。検出౰ॳのクルミ 1の中央෦はपลΑりもかなり੝り্がͬた状態であͬた。

͜のクルミ֪をऔりআ͘とクリ層が木製品類を෴͏Α͏にݱΕた。クリのް͞は 2～ 3DNで෦分的には

७層にۙい状態であͬた。ηクシϣンの実ଌとࣸਅࡱӨ後、残り൒分のクルミ等をऔりআ͘と、౤͞غΕ

たとࢥΘΕる木製品なͲのഇغ物を検出した（ਤ൛ 12�2）。ͦの内༰は板状木製品 2఺、Χΰ 1఺（ਤ൛

13�1）、୶ਫ࢈ೋຕ貝（ΧラεΨイか）3఺、ࢬ状の木ࡐ 4఺のほか、土器、᛽なͲである。͢でに͜のஈ֊

で、ഇغ物ಉ࢜の間かΒ土坑ఈ෦に敷かΕた状態の編物をݟる͜とができた。実ଌਤ࡞成とࣸਅࡱӨまで

にணखかΒ実に໿ 2か月൒を要した。

木製品等にはクルミのࠟが໌ྎに残り、土ѹの͞ڧを物ͬޠていた。板状木製品は 2఺ަࠩ͢るΑ͏

第ᶚষ　遺　　　構
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第 6図　13T　SK1・Pit2 検出状況
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石錐

①H4層　SK1・Pit2検出状況
　クルミ殻集中範囲

③SK1
　木製品を取り除いた状態
　土坑底部全面に敷かれた編物が出土

②SK1
　上部の堅果類殻などを除いた状況
　木製品・カゴなどが出土

0 （1ɿ20） 1N

杭

灰・シルト

クルミ1が最も厚く堆積する範囲

2　13トレンチの遺構
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に出土したが、人ҝ的に૊Έ合ΘせてஔいたものではないとࢥΘΕる。୶ਫ࢈の貝（ΧラεΨイ  ）は板状

木製品（ਤ/P�7）࿬かΒほ΅ಉ͡͞ߴかΒ出土した。木製品なͲをऔり্͛ると、Ξシ・ϤシなͲの૲が

ަࠩ͢るΑ͏にషりͭいていたが、編物のΑ͏なنଇੑが認ΊΒΕないたΊ掘りਐΊた。ఈ面の編物の্

には、遺物をؚまないփ৭シルトが 2DN～4DNଯ積し、࠷Լ෦には׊৭のബい༗機物層が認ΊΒΕた。

シルト層をऔりআき、Α͏や͘編物の全体を検出͢る͜とができた（編物のৄࡉは第ᶛষをࢀর）。

4,1 かΒ出土した編物には、นࡍかΒͶ͡Εた状態で出土した「編物 2」（ਤ൛ 13�1、15�3）と、土坑

ఈ෦に敷かΕた໢代編Έの「編物 1D」、編物 1Dを෴͏「編物 1B」「編物 1C」、土坑น面にԊͬてオーόー

ハング͢る「編物 1E」がある（ਤ൛ 9）。編物 1B～ 1Eは全て໢代編Έである͜とかΒಉ一ݸ体と൑அし

た。オーόーハング͢る編物 1Eは、土坑内ଆに౗ΕࠐんͩΑ͏な状گをࣔしており、土坑ఈ面に敷かΕ

た編物 1D と࿈ଓ͢る 1ຕの編物である͜とが分かる。なお、編物 1Eの北ଆおΑͼピット 2と઀͢る෦

分では、थൽで୺෦を݁ͼཹΊた縁仕舞いの༷ࢠが໌ྎに確認できる。また編物 1B と編物 1Cは、前者

を্にして෦分的に重なり、編物 1D の্を෴ͬている。編物 1D が࡫類のᑈのදൽを্に޲けて編んで

いるのにରして、編物 1B・編物 1Cは分ׂしたૉࡐの内面を্に޲けている。ͭまり編物1Dをදと͢る

と、編物 1B・1Cはཪଆの関܎にある。編物 1Cが、土坑ఈ෦に敷かΕた編物 1Dと࿈ଓ͢る大きな敷物で、

ͦΕがંりฦ͞Εて編物 1Cの্にඃͬ͞ているのか、あるいは編物 1B とڞに、編物 1D かΒ੾り཭͞

Εたഁยとして土坑にഇ͞غΕたものか、൑அ͢るͩけのࡐྉはಘる͜とができなかͬた。なお、͜Εま

での͝ࢦಋのなかに、編物 1B・1Cは土坑։ޱ෦を෴͏֖がఈ෦に落ちࠐんͩものではないかとい͏ࢦఠ

があͬた͜とを͜͜に෇記͢る。

また、前記したとおり、編物 1Dの্にはް͞ 2～ 4DNのシルト層（4層）とബい༗機物層のଯ積が認

ΊΒΕたが、͜Εは編物 1Eとの間でݦ著に認ΊΒΕた。ແ遺物層であるシルトが土坑ഇઈ௚後の一次ଯ

積層と૝ఆ͢ると、編物 1D の௚্にଯ積͢る༗機物層は、土坑が機能していた౰時のஷ蔵物のࠟ跡をࣔ

͢Մ能ੑがある。༗機物層の૊成に関͢る調査にணख͢る͜とができなかͬたが、αンϓルのΈ࠾औして

調査をऴ͑た。なお、1層かΒ大ྔに出土したクルミ֪は、ほとんͲが൒分にׂΕた状態であͬたが、ݩ

のܗ状をཹΊたものがଟ͘、௖෦ܽけやఈ෦ഁଛは少ない。

#　ピット・ߌ（第 6ਤ、ਤ൛ 1・3・9・12～ 18）

ピット 2（Pit2）　　クルミ 1（4,1）の東にྡ઀͢る。検出౰ॳは、クルミ 1をؚΊた޿いクルミ֪集

中範囲と認ࣝしていたが、掘りਐΊるにしたがͬて 4,1 とは別の遺構であると൑໌した。クルミの出

でॳΊて認ࣝしたが、ಉ一地఺（13E15）のݱ )4層かΒփԫ৭のփ状のմとथࢬを検出（第 6ਤ、ਤ൛

17�1・2）しており、レϕルࠩはあるものの重ෳ͢る͜とかΒ、փմはピット 2に൐͏Մ能ੑがߴい。͜

Εが正しいと͢Ε͹、ピット 2の掘࡟層Ґは)4層あるいは)5B 層となる。փ状のմを掘りԼ͛るとク

ルミ層がݱΕ、ߋにऔりআいたと͜ΖでΧΰ（編物 3ɿਤ൛ 9）を検出した（ਤ൛ 地でݱ。（4・17�3、13�2

は編物のԼにシルトをڬんでクルミが೷いており、掘りࠐΈを࣋ͭ遺構がある͜とを確認した。ݱ地調査

は͜͜までで、4,1とڞに੾りऔり、新潟県埋蔵文化財ηンλーにӡんͩ。ピット 2と 4,1との前後関

は、4,1܎ の一෦をփが෴͏͜と。ఈ面かΒนにཱち্がる編物（編物 1E）をԡし௵͢Α͏にピット 2

が掘りࠐまΕている͜とかΒ、ピット 2が 4,1Αりも新しいと൑அできる（ਤ൛ 9、14�3ɼ4ɼ6）。

新潟県埋蔵文化財ηンλーにおける 4,1のࣨ内調査に合Θせて、ピット 2を൒ፊしてଯ積状گを確認

した。編物 3かΒピットのఈ෦までは໿ 20DNの埋土が存在し、6ຕに分層͢る͜とができた。ηンλー

第ᶚষ　遺　　　構
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にӡ͹Εた時఺では͢でにࣦΘΕていたものの、クルミ集中として検出͞Εたとい͏経緯かΒ໌Βかなと

おり、編物の্にはクルミ֪層がଯ積していた。ҎԼ、埋土の特௃とଯ積状گかΒピット 2の埋຅աఔ

を෮ݩしてΈΑ͏。

ピット 2のఈ面௚্にଯ積͢る 6層は、調査ஈ֊ではް͞ 1DNほͲのബ層で、࠷Լ層に௚ܘ 40DNほ

Ͳのトチのൽ（種ൽ）の集積が確認͞Εた（ਤ൛ 15�7）。௵ΕたトチはきΕいにൽがണかΕた状態で、本དྷ

の大き͞がਪఆできる͘ΒいにܗをཹΊていた。またೆ東ଆでは、残存௕ 12DNほͲの୶ਫ࢈ೋຕ貝（Χ

ラεΨイか）が 1ຕ出土し、௚্層にはΞシ・ϤシのΑ͏な૲が敷き٧ΊΒΕていた。ॎԣに૊んͩΑ͏

な༷ࢠが一෦で認ΊΒΕたが、人޻的な編物か൱かの൑அはͭかなかͬた。5層は෦分的にシルトが؏ೖ

͢るもののほ΅७ਮなクルミ層で、͢΂て中਎をऔり出した後の൒ׂ͞Εた内果ൽである。ピット中央で

はް͞ 6～ 7DNほͲで、पลに行͘にしたがͬてബ͘なるレンズ状ଯ積をࣔ͢。しかし、ηクシϣンਤ

の中央では੝り্がりが確認͞ΕるなͲ、層্面は少しತԜ͢る。3層と 1層にはトチのൽのബ層がラミ

φ状にෳ਺؏ೖ͢る。土ѹのたΊඇৗにബい層をܗ成しているが、แؚ͞Εているトチはかなりのྔにの

΅るとਪଌできる。2層は 1層と 3層の、4層は 3層と 5層の間層をな͢シルト層で、クルミやトチの

ଯ積にࢭٳ期間が存在した͜とを物ޠる。なお、1・4層にはパ΢μー状のփ৭࠭ࡉがϒϩック状にࠞೖ

しているが、͜Εまでの調査所ݟかΒՐࢁփのՄ能ੑがߴい。2005 年度調査区 13では、)2層・)5層・

4,2712（)6層検出の土坑）の埋土かΒՐࢁփが検出͞Εたʦ๼෦ 2009ʧ。一֓にରൺ͢る͜とはできな

いが、ピット 2の所ଐ層Ґをਪଌ͢る͏͑でߟࢀになるかも知Εない。いͣΕにしΖ、埋土にؚまΕる

ものはクルミの֪やトチのൽ、ഁ ଛしたΧΰといͬたഇغ物であり、土坑としての本དྷの機能をऴ͑た後、

ΰミࣺて݀として࠶ར༻͞Εたと͑ߟるのがଥ౰であΖ͏。

ピット 3（Pit3：クルミ 2）　　13E14 グリッドนࡍのαϒトレンチのԣで検出した。クルミはนଆにೖ

る෦分とࢼ掘のࡍに࡟ΒΕた෦分があり、平面的に確認できたのは໿ 4の 1ほͲである（ਤ൛ 16�8）。土

層࡯؍では（ਤ൛ 2、16�8）、クルミ֪層の্෦には落ちࠐΈが認ΊΒΕ、ピット内のഇغ層である͜とが

໌Βかである。掘࡟層Ґは、クルミ検出面Αり໿ 0�1N্の)5C 層্面と͑ߟΒΕる。ೆ東นでݟるن

໛は、クルミ検出面で௚ܘ 0�45N、土坑ଯ積土のۼΉ範囲は෯໿ 0�75Nである。埋土は)5C 層と類ࣅ

したࠇ৭シルトにփ৭シルトմをؚΉ。クルミ検出面かΒఈ෦まで໿ 20DNのް͞でクルミ֪が٧まͬ

ていた。クルミҎ֎の堅果類はほとんͲ出土していない。

杭　　4,1の北 0�5Nの 13E10$グリッドで検出した（第 6ਤ、ਤ൛ 1・18�7）。ઌ୺෦をૈ͘࡟る、ଧ

ちࠐΈのߌと͑ߟている（ਤ൛7�8）。֎面に一෦थൽが残る޿葉थである。掘࡟層Ґは)5C層্面である。

3　18トレンチの遺構（ਤ൛ 1・4・19～ 21）

18T は 5本の木柱や堅果類集中、ԣ౗し状態のؙଠࡐなͲが 2001 年度ࢼ掘調査で発͞ݟΕており、

ճの調査ではͦのճ収が目的のͻとͭであͬた。遺構検出面は、木柱෇ۙでは)3Eࠓ 層（҉׊৭೪土）、

堅果類集中が分෍͢る 6Eグリッドでは)2層になる。ࢼ掘トレンチに௚ަ͢るΑ͏にԣたΘるؙଠࡐは

)5B 層にแؚ͞Εるものと͑ߟΒΕる。

3　18トレンチの遺構
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A　木　　　柱（ਤ൛ 1・4・19～ 20）

掘トレンチの北東ଆࢼ 7E8・9・12 ～ 14、18 グリッドの 3Nʷ 5Nのൺֱ的ڱい範囲で木柱 5本を

検出した（ਤ൛ 1・4）。検出面はඪߴ 8�75N、)3E 層に૬౰͢る。ピット 1と 2の木柱はڞに北西の海

に໿޲ํ؛ 30度܏いていた（ਤ൛ 。ΒΕる͑ߟいたものと܏に޲ਫにऻΘΕてԼྲྀํߑ。（20�2

ピット1（P1）　　7E14グリッドにҐஔ͢る（ਤ൛4）。木柱は௕͞140DN、ܘ໿40DNのクリࡐである。

柱݀の掘ܗは෯ 0�6N、遺構確認面かΒのਂ͞は 0�7N。埋土は 3層に分かΕ、1層は)3	E 層類ࣅのࠇ

փ೪土に੨փ৭シルトմがࠞ͡る。2層はփ৭೪࣭シルトを中৺に᛽や土器ยがೖる。3層は࠭᛽を主体

とし、փ৭シルトがॆర͢る。ピット 1はج൫層である)7層を૬౰に掘りࠐんで構ஙしている。

ピット 2（P2）　　7E8グリッドにҐஔ͢る（ਤ൛ 4）。木柱は௕͞ 86�4DN、ܘ 29DNのクリࡐである。

状では遺ݱ。ΘΕるࢥ時の࢟はཹΊていないと࡟しているたΊに掘ܗもมܗき、掘܏で柱ࠜがڹਫのӨߑ

構確認面で௚ܘ໿ 0�4N、ਂ͞ 0�5Nをଌる。埋土は 1層で、柱が܏いた後にਁೖしたと͑ߟΒΕるփ׊

シルトである。

Ҏ্の 2఺は柱ࠜج෦෇ۙのਊ � ਊ間ڑ཭が 1�6Nで、柱ࠜ間の࣠ઢはਅ北かΒ 50度東ภ͢る。2ͭ

の柱はڞに海޲ํ؛に܏いている͜とかΒ、ಉ時にߑਫにૺ۰したものと͑ߟΒΕる。ߑਫの時期は、遺

構掘࡟面の)3E 層を෴͏)2層と)1 層がཚΕながΒもࠟ跡的に認ΊΒΕる͜とかΒ（ਤ൛ 2・19�6）、

͜ΕΒの層のଯ積ྃ׬後と͑ߟΒΕる。ਫྲྀは柱にあたͬてཚΕ、ଯ積土を֧ཚしたとݟΒΕる（ਤ൛

ΘΕるが、)1層ஈ֊でも柱は地্に࿐出していたものとࢥ物の機能はࣦͬていたとݐਫ時はߑ。（19�8

。ΒΕる͑ߟ

ピット3（P3）　　7E12グリッドにҐஔ͢る（ਤ൛4）。遺構確認面での掘ܗ௚ܘは0�15N、ਂ ͞は0�36N

である。柱ࠜは掘ܗの東นにدる。柱ࠜはج෦が 12�4DN、柱݀中Ґลりで 11�5DNをଌる。埋土は׊փ

৭೪土で、ピット 4とのਊ � ਊ間ڑ཭は 1�4Nである。

ピット4（P4）　　7E18グリッドにҐஔ͢る（ਤ൛4）。遺構確認面での掘ܗ௚ܘは0�15N、ਂ ͞は0�43N

である。柱ࠜはఈ෦෇ۙで 13DN、্෦は෗৯で͘ࡉなる。埋土は׊փ೪土である。

ピット 3・4は掘ܗと柱ࠜのܗ状が類ࣅし、間ִも 1�4Nである͜とかΒ、ಉ一ݐ物のՄ能ੑがߴい。

྆柱ࠜを݁Ϳ࣠ઢはਅ北かΒ 72度東ภ͢る。

ピット 5（P5）　　7E13・18 グリッドにҐஔ͢る（ਤ൛ 4）。遺構確認面での掘ܗ௚ܘは 0�25N、ਂ͞

は 0�65Nである。柱ࠜは࠷大ܘ 11�5DN。埋土は 2ຕあり、1層はࠇփ೪土に੨փシルトがࠞೖし、2

層はփ೪࣭シルトである。

ピット 3～ 5はߑਫで܏いたܗ跡がな͘、ߑਫ前に͢でに্෦がٺち、)1層্の地্෦には࿐出して

いなかͬたと͑ߟΒΕる。

#　炭 化 物 集 中（ਤ൛ 1・20）

7E6・7・11・12グリッド北西นࡍの)3E層্面で検出した（ਤ൛ 1、20�1ɼ2）。一෦がนにೖり、全

体は͑ݟないが、௕͞ 0�8NほͲの範囲に޿がる。௚ܘ 5NNఔの炭化物がଟྔにݟΒΕる。ް͞ 5NN

ఔでԼ෦に掘りࠐΈはなかͬた。

第ᶚষ　遺　　　構
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$　堅 果 類 集 中（ਤ൛ 1・21）

6E14 グリッドを中৺に௕͞ 4NほͲの範囲に分෍͢る（ਤ൛ 1、19、21）。検出層はඪߴ໿ 9Nのփ৭

シルト、)2層である。͜͜では堅果類の֪にࠞͬ͡て土器の大ഁܕย（29）も出土した。ͦのؼଐܕ式

かΒ縄文時代晩期前葉後൒である͜とが分かる。堅果類集中ΑりもԼҐの)3E層が、͜の堅果類集中の

ลりかΒݱ在の胎内川ํ޲（ೆ西ଆ）にࣼ܏している͜とが土層அ面かΒ分かる（ਤ൛ 19�5）が、)2層は

ΉしΖ平ୱなଯ積をࣔしており、堅果類集中がࣼ面෦にܗ成͞Εたഇغ層ともݴい੾Εない状گである。

大ྔのクリ・クルミ・トチノキの֪が出土したが、͜ΕΒは種͝とにまとまる޲܏があり、種類͝とにՃ

る৔所として認͢غい。また土器ยがؚまΕる͜とかΒ、堅果類Ҏ֎の残ᕥもഇߴॲཧ͞ΕたՄ能ੑが޻

ࣝ͞ΕていたとݟΒΕる。

%　ؙ ଠ ਤ൛）ࡐ 1・19）

6E8・13・18グリッドの)5B 層で検出した（ਤ൛ 19、21、23）。検出レϕルは্面でඪߴ 8�24N、Լ

Ґで 8�01N。トレンチをԣஅ͢るΑ͏にほ΅ਫ平にԣたΘり、྆୺෦はน面にೖͬており、検出時は全

体を確認できなかͬた。調査のաఔで྆ଆの法面を࡟りऔり、全体を検出したと͜Ζ௕͞ 585DN、ܘ໿

40DNの௨௚なࡐである͜とが分かͬた。แؚ͢る土層はೆ西の胎内川ํ޲΁ܹٸに͘͜܏とかΒ、෇ۙ

にྲྀ࿏が存在した͜とをࣔࠦしている。ؙଠࡐの্面はやや平ୱで、ਫลのڥ؀Լで࿐出面が෩化したも

のと౰ॳ͑ߟたが、ѹྗにΑͬて௵Εたものとの分ੳ݁果がある（第ᶜষ 2）。ؙଠࡐの北東ଆとఈ෦पล

かΒはଟྔの木ยやथࢬがまとまͬて出土した。ྲྀਫにΑͬて集積したと͑ߟΒΕ、)5B 層のある時期、

͜の地఺のपลにྲྀ࿏があͬた͜とがਪଌ͞Εる。

3　18トレンチの遺構
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第ᶛষ　遺　　　物

1　土 器・石 器

ճの調査ではઙശ（内法ࠓ 543 ʷ 336 ʷ 95NN）ࢉ׵で、ຬ 4ശの土器・石器が出土したが、ͦの大൒

が土器である。出土層Ґは 13・18T ともに)6層がଟい。

A　土　　　器

1）13ト レ ン チ（ਤ൛ 5・22）

1・2・10は縄文後期後൒である。1は西ノ඿式土器の大೾状ޱ縁ਂുのޱ縁෦ยで、୓本Լ୺には௜

ઢの一෦が͑ݟる。ޱ縁෦の平行௜ઢ文が޲ํࠨ΁্がる༷ࢠが認ΊΒΕる͜とかΒ、೾状ޱ縁の೾ఈ෦

にҐஔ͢る͜とが分かる。ష෇͞Εたಥىのཪ面にはॎ௕のࠁΈが施͞Ε、அ面ܗが内͗࡟状をなして内

面にྏを࣋ͭ。ޱ縁෦は෯の޿い縄文ଳとなり 2৚の平行͢る௜ઢがΊ͙る。ಥىԼにష෇͞Εたᚅは

ԁܗで中央にࢗಥを施͢。2はਫඊしたΑ͏なਫ਼良な胎土の஫ޱ土器で、ଟྔの海໖骨針が器面に͑ݟる。

いΘΏるᚅ෇土器第Ⅱஈ֊にൺఆ͞Ε、஫ޱの্෦とԼ෦にはۂઢで構成͞Εた縄文ଳがද出͞Ε、ᚅも

ష෇͞Εる。10はᆵまたは஫ޱ土器でఈ෦かΒ಑Լ൒෦である。ఈ෦がඇৗに小͘͞、ؙいۼΈとなる

のが特௃的で、ఈ෦を中৺にઔ状に3L縄文が施͞Εている。海໖骨針・௕石・石ӳがೖる。3・4は晩

期ॳ಄の大ಎ#1式、5は晩期前葉の大ಎ#2式土器にൺఆ͢る͜とができる。3は大ുਂܕのޱ縁෦で

ݸ2 1ରとなるಥىが෇͘。ഁยのたΊ全体のϞチーフはෆ໌ͩが、おͦΒ͘、ࠨӈかΒԆͼるԣઢ化著

しい三ࠥ文がಥىԼでର͢޲る構ਤとなるͩΖ͏。࡞りはૈࡶで、ແ文෦のຏきがলུ͞Εているのが特

௃的である。ޱ縁୺෦おΑͼ文༷内෦に L3縄文がॆర͞Εる。金Ӣ฼のࠞೖがݦ著で、௕石・石ӳもࠞ

͡る。4は大ുਂܕの಑্൒෦で、ഁยのたΊϞチーフの構ਤはෆ໌ながΒ、্かΒ 2本目の௜ઢがࠨ୺

で؇やかに۶͢ۂるのは、͜のઌで三ࠥ状になるたΊであΖ͏。3Αりਫ਼製品で、ແ文෦おΑͼ௜ઢ内は

研ຏ͞Ε、L3縄文をॆరしている。5は෯޿いޱ縁෦文༷ଳを࣋ͭ小ുਂܕで、ޱ୺は࿈ଓ͢る小೾状

をな͢。いΘΏるೖ૊Έ三ࠥ文がԣに൒୯ҐͣΕながΒల։͢る構ਤで、文༷ଳに縄文はೖͬて͜ない。

また三ࠥ文の্෦のހઢはޱ୺にԆͼる。6・7・8は小ുਂܕの಑෦かΒఈ෦であり、晩期前葉にҐஔ

ͮけΒΕるͩΖ͏。6・8のΑ͏にఈ෦かΒཱち্がる෦Ґを一ஈ࡟りࠐんでແ文ଳと͢るのが特௃であ

る。6はඇৗにઅのࡉかい L3・3L の೨ඥをަޓに施してӋ状縄文をද出したਫ਼製品で、ഁยのԼ൒෦

は内֎面ڞに࣫のృ෍が認ΊΒΕる。特௃的なのは֎面がࠇ৭化した࣫が平׈にృ෍͞Εているのにରし

て、内面は発๐したΑ͏なತԜがݦ著では෦分的に׊৭化͢る。内面の器面がബ͘パッチ状にണ落してい

る͜とかΒ、ඃ೤にΑるものかも知Εない。海໖骨針が認ΊΒΕる。7もઅのࡉかい೨ඥを施文原体とし

ているが、7とൺ΂て器นがް͘、胎土中のཻ࠭も大きいૈ製品である。また、器面調੔とࢥΘΕる平行

͢る 5～ 6本の৚ઢが縄文のԼで認ΊΒΕるが、特ච͞Εるのは৚ઢ内にઅのΑ͏なѹࠟが͑ݟる͜と

で、བྷ状体を原体としたՄ能ੑがある。9は୆෇きുのミχチϡΞ品であΖ͏。シルト࣭のਫ਼良な胎土で

ある。11～ 17は土坑（4,1）または 1JU3 かΒ出土したもので、全て晩期にؼଐ͢る。11は内֎面ڞに

Α͘研ຏ͞Εたਫ਼製品で୆ܗ状のઙുとࢥΘΕる。2005 年度調査 11区)4層に全体の分かるྫがある
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（ʦ渡邊ほか2009ʧਤ൛ 39�56）。12 ～ 14 は L3縄文を地文と͢るૈ製土器で、ޱ୺෦を面औりしているの

が特௃である。17は 3Lと L3をަޓ施文してӋ状縄文にした਺少ないྫである。15は໢目状೨ࢳ文と

をҾきͣる͜とでද۩޻ΘΕるが、བྷ状体΁の೨りがऑいたΊかѹࠟがऑい。16には針葉थ製の板状ࢥ

出した৚ࠟ状のࠟࡲが認ΊΒΕる。೪土のま͘Εの重ෳ関܎かΒ、ԼかΒ্にΉかͬてૡき্͛るΑ͏に

施した͜とが分かる。

2）18ト レ ン チ（ਤ൛ 5・6・22・23）

19～ 21 は縄文後期である。19は後期中葉のՃીར#2式である。அ面が内͗࡟状にංްし、ޱ縁্

୺にԁܗの೪土をష෇͢る。୓本ࠨ୺Լ୺に文༷ଳの区ըがΘͣかに確認できるが、୓本のӈ୺のਨԼ͢

る隆ଳはޱ縁෦と文༷ଳをͭな͙もので、平行௜ઢをॎに区੾る文༷がԼに͘るͩΖ͏。20・21 は後期

後൒のᚅ෇土器である。20は୺が֎ଆにΊ͘ΕるΑ͏にංްした೾状ޱ縁෦のಥىで、୺෦にはL3縄文、

ංް෦に囲まΕた三֯ܗ෦分ではࡉい௜ઢがنଇੑな͘ॆర͞Εている。21は಑෦Լ൒で、文༷ଳのԼ

に૬౰͢る෦ҐであΖ͏。અの໌ྎなݶ L3縄文をॆరしたೖ૊文がද出͞Εるが、ແ文෦の研ຏがऑ͘、

縄文෦の区ըもきͬちりと区ըしていないなͲ、ラフな఺が特௃的である。22～ 27・39・42・43は晩

期前葉の大ಎ#式土器である。22は中央にࠁΈあるಥىを࣋ͭਫ਼製ਂുで、ൺֱ的ਫ਼良な胎土、୓本の

る௜ઢは、おͦΒ͘三ࠥ文の一෦であΖ͏。23はシルト࣭のਫ਼良な胎土で、֎面͑ݟӈ୺にΘͣかにࠨ

にはਧき͜΅ΕのΑ͏にਨΕ落ちるࠇ৭෇ண෦が認ΊΒΕる。ഁยԼ൒のແ文ଳはΑ͘研ຏ͞Εている。

24・25はಉ一ݸ体で、ᆵあるいは஫ޱ土器の಑෦ഁยとࢥΘΕるが、胎土にはཻ࠭がଟ͘ೖる。海໖骨

針のࠞೖが目ཱͭ。26は三ࠥ文のࣼઢ化が著しいもので、͘の字ܗに֎൓͢るുである。胎土には௕石

と金Ӣ฼が目ཱͭ。27はೖ૊三ࠥ文が施͞Εた༗文ਂുで、௜ઢのூりがਂいのが特௃的である。௜ઢ

はҾきͬͺなしで研ຏがない。18は北཮地ํ西෦、石川県ํ面かΒൖೖ͞Εたઙുで、ややංް͞せた

縁্୺にはషᚅとޱ、縁内面に௜ઢを施文しޱ L3縄文のॆరが認ΊΒΕる。北཮地ํ西෦では、晩期前

葉のޚ経௩式に൐͏ྫがଟいΒしい。28はᰍ෦かΒޱ縁෦にかけて௚ཱ͗Έにཱち্がるਂുである。

֎面にはൺֱ的ଠい隆ଳが 2৚షり෇けΒΕ、おͦΒ͘ ݸ2 1ରとなるͩΖ͏ಥىの௚Լではԁܗのᚅ

がష෇͞Εる。ൺֱ的大ཻのཻ࠭がࠞೖし、海໖骨針が目ཱͭ。39は಑෦が文༷ଳとなるുで、֎面は

良͘ࠇ৭研ຏ͞Εて光୔を࣋ͭ。Լ୺を࿈च状の文༷で区ըし、中央のॎҐの区ըの中には্Լにର͢޲

る三ࠥ文、ͦのࠨӈにも三ࠥ文が͑ݟる。42は஫ޱ土器のݞ෦で、ノの字状の௜ઢが্ԼかΒೖり૊Ή

ϞチーフがඳかΕる。43はᆵのᰍ෦ยで、ᚅの྆࿬には三ࠥ文の୺が͑ݟる。29～ 38・40・41 は晩

期前葉の大ಎ#$式土器である。29～ 38は༽ࣃ状文を施文した大ܕあるいは小ܕのਂുである。

大ಎ̗式のೖ૊三ࠥ文かΒの要ૉがൺֱ的良͘残る 30・31かΒ、ਅ正の༽ࣃ状文 32・33・34を経て、

化した֚ܗΈにࠁ 29・37・38΁とܕ式ม化͢るとਪଌ͞Εる。29は)2層検出の堅果類集中かΒͦの

৔で௵ΕたΑ͏に出土した大ܕ品である。֎面には炭化物がް͘෇ண͢る一ํ、内面ではほとんͲ認ΊΒ

Εない。ޱ縁୺෦の小೾状はෆنଇで、文༷ଳのࠁΈྻではミΨキ調੔がܽ落͢るなͲ、全体的にૈࡶな

りͺなしである。また࡟りである。಑Լ൒のແ文ଳも࡞ 38の内面にはࠇ৭࣫が一面に෇ணしており、ॖ

Έᚧがੜ͡ている͜とかΒ࣫༰器としてར༻͞Εた͜とが໌Βかである。40・41 はઙുである。40の

಑෦にはいΘΏるӢܗ文がॆర縄文ख法でඳ出͞Εる。ແ文෦は研ຏ͞Εるが、௜ઢはͦのままでײ࣭ߗ

にܽける。また、ޱ縁෦には D字ܗのࢗಥを࿈ଓして਺च状のϞチーフが࡞り出͞Εている。海໖骨針が

少ྔ͑ݟる。41は֎面に੺৭࣫がް͘ృ෍͞Εたもので、内面ではࠇ৭化した࣫がബ͘ృ෍͞Εている。

1　土 器・石 器
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47は୆෇ുの୆෦で、֎面を研ຏ͢るがຏき残しがある。また内面には成ܗ時のࠟࢦやྠ積Έࠟが͑ݟる。

48・50 ～ 52 はૈ製土器である。L3・3Lのަޓ施文にΑるӋ状縄文（48）、໢目状೨ࢳ文文と L3縄文

の重৞（50）、L3のࣼΊճసにΑるॎ૸縄文（51）、ແ文（52）がある。52は֎面をϔラ状޻۩でૈ͘έ

ズリ調੔したͩけのもので、内面にはް͘炭化物が෇ண͢る。

#　石　　　器（ਤ൛ 6・23）

53は石᭲、54は石ਲ਼のഁଛ品である。後者はԣ௕Ṟยをૉࡐにして、දཪかΒണ཭してઌ୺෦を࡞り

出している。55は石࡬で、ج෦とද面ਕ෦の一෦にパς状のࠇ৭物࣭がް͘෇ணしている。෇ண物には

֯ર石・石ӳなͲのཻ࠭がଟྔにؚまΕているほか、葉やクルミ֪とࢥΘΕる༗機物も認ΊΒΕる（ਤ൛

23）。石ࡐは、53がいΘΏる൒ಁ໌ท55・54、ؠが࣭ܔทؠである。

2　木 製 品

18TかΒは木柱 5本、ؙଠࡐ 1本が出土した。柱݀はいͣΕも)3E層を掘࡟面としており、縄文晩期

前葉にؼଐ͢る。また、௕͞ 585DNにٴͿؙଠࡐは)5B 層の検出で、調査区が川に޲かͬてࣼ͢܏る

地ܗม׵఺のपลにԣたΘͬた状態で出土した。ͦのװには్中に大きなࢬがな͘、༻ࡐをಘる目的でੜ

育を؅ཧしていた行ҝを͏かがΘせる。なお、木柱とؙଠࡐは年ྠղੳを実施͢るたΊに੾அした。13T

では)6B 層を検出層Ґと͢るフラεコ状土坑（4,1）が検出͞Ε、埋土かΒ板状木製品おΑͼՃࡐ޻がෳ

਺出土した。ͦの͏ちՃࠟ޻が໌ྎで遺存状態が良好な 2఺を実ଌの͏͑、͜͜でղઆ͢る。また 4,1

にྡ઀して、ଧちࠐまΕたߌがಉ͘͡)7B 層かΒ検出͞Εている。

A　木　　　柱（ਤ൛ 7・23）

ピット3（ਤ൛7�1、23�1）　遺存௕42�5DN、෯12�4DNߴ、 ͞11�7DN。ؙ 木औりでथൽがない木柱である。

Լ୺෦かΒ 26DNまで෗ٺはݟΒΕない。Լ୺෦を 5面かΒ࡟りՃ޻している。ઑ度 0�37 である。थ種

はクリである。

ピット4（ਤ൛7�2、23�2）　遺存௕48�4DN、෯12�4DNߴ、 ͞12�9DN。ؙ 木औりのथൽがない木柱である。

Լ୺෦かΒ 29DNに෗ٺはݟΒΕない。Լ୺෦の主要なണ཭Ճ޻はରの 2面でͦの྆ଆかΒ、ଆ面の調

੔の࡟りがೖる。ઑ度 0�37 である。थ種はクリである。

ピット 5（ਤ൛ 7�3、23�3）　ؙ木औりのथൽがない木柱である。遺存௕ 68DN、෯ 11�7DN、͞ߴ

12�2DN。Լ୺෦かΒ 54DNに෗ٺはݟΒΕない。װのԼ෦໿ 20DNはࡐのଠ͞を੔͑るたΊ面औりして

いる。Լ୺෦は主要な࡟りを2面かΒ施し、主要࡟り面にରして྆ଆかΒ調੔の࡟りをೖΕる。ઑ度は0�38

である。थ種はクリである。

ピット 2（ਤ൛ 7�4、23�4）　௕͞ 85�4DN、෯ 29DNのؙ木औりで、அ面ܗはԁܗである。थൽはແい

ものの、ද面の遺存状態は良好である。ຏ製石ිにΑるఈ面Ճ޻は縁ล෦かΒ中央෦に޲かͬて 4୯Ґ

で施͞Ε、ఈ面はほ΅平ୱに仕্͛ΒΕる。ଆ面かΒݟたՃ޻面の௕͞を௚ܘでׂりٻΊたઑ度は 0�13

である。ఈ面にλンχンが෇ண͢る。

ピット 1（ਤ൛ 7�5、23�5）　௕͞ 140DN、෯ 39�2DNのؙ木औりで、அ面ܗはԜತを࣋ͭ。थൽはແい

ものの、ද面の遺存状態は良好である。ఈ面Ճ޻は縁ล෦かΒ中央෦に޲かͬて4୯Ґでೖ೦に施͞Εる。

第ᶛষ　遺　　　物
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ଆ面Ճ޻の௕͞は࠷大 17DNあり、中央が平ୱに仕্͛ΒΕるたΊ、ଆ面ܗ態はٯ୆ܗをఄ͢る。ઑ度

は 0�43 である。ఈ面にλンχンが෇ண͢る。

#　板 状 木 製 品（ਤ൛ 7�6・7、23�6・7）

13T		4,1かΒ2఺出土した。6は௕͞68DN、෯13�2DN、ް ͞2�9DNをଌる。ଆ縁の一୺はް͞2�9DN

の面を࣋ͭが、൓ରଆはややؙຯをଳͼる。ྲྀΕຝ目のクリのׂり板である。྆୺෦をࡉΊるՃ޻がೖる。

は、௕͞޻板状のՃࡉ出͞Εた࡞ 19DNと 8�7DNである。Ճ޻෦のઌ୺は板の中央෦とಉ͡ް͞をҙࣝ

したとࢥΘΕ、୺෦の一面には石ිにΑる࡟りࠟが認ΊΒΕる。7は௕͞70�3DN、෯16�1DN、ް ͞ 3�7DN

の板目औりのクリのׂり板である。一୺෦には྆ଆかΒܽきࠐΈがあり、も͏一ํはยଆのܽきࠐΈであ

る。板ࡐは෩化がਐΈ、一ํのଆ縁はۃ୺にബい。6と 7は、木औりと୺෦の࡞出ܗ状にҧいがあるもの

の、ほ΅ಉ֨نの板ࡐであり、૊Έ合Θせて࢖༻͞ΕたՄ能ੑが૝ఆ͞Εる。たと͑͹ਫ৔遺構（木૊遺

構）の෦ࡐとԾఆした৔合、地্に࿐出している෦分と地Լに埋຅している෦分とでද面の෩化۩合がҟ

なるのではないかと૝૾͞Εる。出土ࢿྉをվΊてݟると、7では、அ面ਤで໌Βかなとおり、正面のࠨ

ଆがӈଆΑりもݦ著に͘ࡉなͬている。また6でも、正面のࠨଆがやや͘ࡉなる༷ࢠがかΖ͏͡て͑ݟる。

͜ΕΒのΘͣかなࠟ跡が、木૊遺構なͲにར༻͞ΕたՄ能ੑを͏かがΘせる。

ਤ൛）ߌ　$ 7�8、23�8）

8は௕͞ 42DN、෯ 6�7DNのथൽを残͢クリࡐである。ଆ面෦は௕͘面औりしている。ఈ面はยଆか

ΒのՃ޻がݟΒΕる。ଆ面にもଠ͞を調੔したՃ޻がೖる。

%　ؙ ଠ ਤ൛）ࡐ 8�9、23�9）

9は௕͞ 585�2DN・࠷大௚ܘ 39DNの௨௚のؙଠࡐで、ྲྀ࿏内のࣼ面෦かΒྲྀ࿏にฒ行してਫ平状態

で出土した、྆୺が෗৯͢るものの、ほ΅全ܗを残しているものと͑ߟΒΕる。

出土時の্面ଆ（ਤ൛ 8ӈଆ）はथൽがな͘、෗৯がややਐんでいる。全体的に平ୱな面を࣋ͭが、ଧ

ちׂりなͲの分ׂՃ޻のࠟ跡が認ΊΒΕない。年ྠղੳ（第ᶚষ 2）にΑりද面の年ྠが௵Εている͜と、

ԿΒかのѹྗがՃΘͬた͜とで͜の平ୱ面がܗ成͞Εた͜とが൑໌した。ද面には௕͞ 5～ 20DNのઅ

がଟ਺あるが、ࢬが੾আ͞Εたࠟ跡は認ΊΒΕない。྆ ୺は෗৯が著し͘、্ ୺にはۭಎがܗ成͞Εている。

一ํ、Լ面ଆ（ਤ൛ 、Εているが͞ڈはؙΈをଳͼる。ද面のथൽはআܗଆ）はอ存状態が良好で、அ面ࠨ8

を੾আࢬいࡉ、が認ΊΒΕࠟ޻ΒΕる。ද面中央のઅには石ිにΑるՃݟ年ྠは෦分的に残存͢ると֎࠷

したՄ能ੑがある。Լ୺には෯ 19�5 ～ 22DNのߔが施͞Εている。্୺には大ࢬを੾আしたか所にෳ਺

のՃࠟ޻が認ΊΒΕる。͜のՃ޻はද面を௕͘Ṟ͗औるΑ͏に施͞Εており、大ࢬの੾আ後に平׈に͢る

͜とが目的であͬたと͑ߟΒΕる。

౰ࢿྉは、െ࠾後に大ٴࢬͼͦΕҎ্の෦分を੾আし、6Nの௕͞をҡ࣋したままར༻͞Εたものと

はԼ୺かΒߔ。ΒΕる͑ߟ 17DNにҐஔ͢るが、੨田遺跡でも木柱ఈ面かΒ 10～ 14DNにありʦழङ

2004ʧ、྆者はڞ௨͢る。石川県チΧϞリ遺跡のߔに縄が残る木柱の事ྫʦೆほか1983ʧかΒߔはӡൖの

たΊの縄ֻけ༻とݟΒΕ、౰ࢿྉかΒはࠜݩଆ一ํに縄をかけてӡൖしたՄ能ੑが͑ߟΒΕる。また、ߔ

がࠜݩ෇ۙにҐஔしているとԾఆ͢Ε͹、ࠜݩかΒ大ࢬまでの௕͞は 6N༨りとなり、ͦの間にੜࢬは

なかͬた͜ととなる。͜のΑ͏に、౰ࢿྉはクリࡐのെ࠾・Ճ޻・ӡൖํ法やクリのੜ育状態を知りಘる

2　木 製 品
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৘報を༗͢ものとして஫目͞Εる。

3　編　物　製　品（第 6ਤ、ਤ൛ 9～ 15）　

13Tの 4,1と 1JU2、18T の )2層かΒ出土した。

編物 1（第 6ਤ、ਤ൛ 10、12、14、15）　4,1 のఈ面かΒଆ面にかけて検出͞Εた編物は大き͘ 4ͭの

෦Ґに分ける͜とができ、編物 1B ～ 1E とԾশ͢る。実ଌਤͩけでは൑別が೉しいので、ਤ൛ 9では৭

分けの͏͑෦Ґと重なりのॱংをࣔした。

編物 1D は土坑ఈ面に敷かΕた࠷も޿いもので、࠷大௕（土坑ϓランとほ΅一க）125DN、࠷大෯

100DNをଌる。࡫類のᑈをׂり྾き、ͦ Εを 1୯Ґとした໢代編Έである。࡫類ᑈの分ׂは 4分ׂఔで、

෯ 25NN～ 27NNがී௨である。અがԣฒͼに࡯؍できる෦分もあり、一本の࡫類をׂいて࢖༻して

いる͜とが分かる（ਤ൛ 13�1）。また、ಉ一ݸ体ながΒ土坑ଆนにషり෇͘Α͏に分෍͢る෦Ґを編物 1E

とし、นにԊͬてཱち্がる෦分を編物 1Eᶃ（ਤ൛ 15�1）、ͦのཱち্がり෦分がཪฦり、土坑内に෬せ

ている෦分を編物 1Eᶄ（ਤ൛ 14�7・8）と͢る。࡫類ᑈをදにした編物 1D は、௚্にଯ積したシルトを

小͞な஛ϔラでআ͢ڈるࡍにも཭Εが良͘、掘りͩした௚後は҉੺׊৭にม৭してしまͬたものの、࡫類

特༗の光୔をอͬていた。編物 1Eᶃと 1Eᶄではथൽをͬ࢖て縁をॲཧした༷ࢠが͞࡯؍Ε、編物の۱

にあたる͜とが分かる。特に編物 1Eᶄでは、編物の୺෦を丁ೡに݁ͼཹΊる 2か所の݁ଋが໌ྎに確認

͞Ε（ਤ൛ 14�7）、थ種ಉఆの݁果（第ᶜষ 3）、݁ଋࡐはシφノキथൽである͜とが൑໌している。͜のཪ

ฦしになͬた編物（編物 1E）と一࿈となるఈ෦の編物（編物 1D）の間にはシルトが໿ 3DNଯ積しており（ਤ

൛ 3		4,1		4C 層）、土坑にシルトがྲྀΕࠐんͩ後、編物がน面かΒണがΕて内ଆに౗ΕたものとݟΒΕる。

ଞにนにԊͬてཱち্がͬた編物がଆ縁かΒ内෦に౗Εた状態がนԊいに 92DN࡯؍できる。ྡ઀͢る

ピット 2にյ͞Εてนの一෦をܽ͘෦分（編物 1Eᶃɿਤ൛ 14�6）でも、݁ͼ目はܽ落͢るものの、シφノ

キのथൽにΑる縁仕舞が認ΊΒΕ、編物の୺෦にۙい͜とが分かる。

編物 1D を෴͏ 2ຕの編物を 1B・1C と͢る。2ຕともૉࡐとなる࡫類ᑈの内ଆが্を͘͜޲とかΒ編

物のཪ面とਪଌ͞Εる。1Bの大き͞は編目ํ޲に 50DNʷ 60DNほͲである。1Cとの間にはް͞ 5NN

ほͲのシルトがڬまΕる。1Cはఈ面の編物（1D）を෴͏もので 1BのԼにҐஔ͢る。編目ํ޲でܭଌ͢る

と 70DNʷ 70DNである。ఈ面にԊͬて落ち͘΅んでいる。1Cと 1D の間には土坑の中央෦で 5NN～

7NN、土坑縁෦にۙいと 12NN～ 17NNのް͞のシルトがଯ積している。͜ΕΒ 2఺の編物 1B・1C

は土坑面積の໿ 55�を෴͏。྆者ともに編物 1Dにֱ΂て੬ऑで、ਫ਼査のࡍにはۇかなྗでണ཭した。

ਤ൛ 12�1 の中央に͑ݟるࡉいߔは、土坑を੾りऔるࡍに、ࠜ੾りのమےをଧちࠐΉ͜とでੜ͡たࠟ跡

である。͜の࡞業にΑり土坑ఈ面の一෦が੾り཭͞Ε、編物 1D の一෦が地面に੾り残͞Εてしまͬた。

ਤ൛ 15�2 にࣔした編物がͦΕで、௕͞ 75�3DN、෯ 39DNをଌる。ఈ面の編物 1のたΊ土坑中央෦は

できないが、͜の੾り残し෦分にΑͬて、土坑ఈ面全体に編物が敷かΕていた͜とが分かる。ਤ൛࡯؍

15�2 で、中央かΒԼ൒がۼΉ༷ࢠが͑ݟる͜とかΒ、土坑ఈ面は平ୱではなかͬたՄ能ੑが͏かが͑る。

土坑を࢖༻していたࠒ、ॊΒかいఈ面に人がೖり、଍の෦分が௜Έ͜んͩ͜とにى因͢るものͩΖ͏か。

編物１の͞޿を೺Ѳ͢るたΊ、ॖई 1�6 平面ਤをϓラχϝーλʕを༻いて面積をܭଌしてΈた。実ࡍ

は土坑นにԊい࿷ۂしているが、おおΑͦの面積として͜͜にఏࣔ͢る。編物֤෦の面積は1Bɿ2
786DN2、

１Cɿ2
733DN2、１Dɿ2
408DN2、１̳ɿ1
508DN2、Χΰ（編物 2）ɿ612DN2 となる。ఈ全面に編物が

第ᶛষ　遺　　　物
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あるとԾఆし、นかΒのંりฦし分もՃ͑るとఈ面の編物 1D は 10
048DN2 となり、໿ 1N2 の編物であ

るとਪଌ͞Εる。

編物 2（ਤ൛ 9、11、12ɼ13�1、15�3）　4,1 の北西ଆน面にԊͬて、ഇ͞غΕたΑ͏な状態で検出した

Χΰである。௕͞ 63DN、࠷大෯ 23�3DN。ఈ面の編物 1Dとの間にはް͞ 4DNのシルトがଯ積している。

ώノキのׂりࡐをϚλλϏのࢬかΒͬ࠾たඥ状のࡐで編んͩものである。中央෦෇ۙでͶ͡ΕたΑ͏に編

目ํ޲がٯになͬており、ഁଛしたΧΰの一෦をഇغしたとݟΒΕる。

編物 3（ਤ൛ 9、11、12�2、13�2、14�3、17�3ɼ4）　ピット 2のクルミ層௚ԼかΒ検出した。௕͞ 44DN、

෯ 28DN。ώノキのׂりࡐをϚλλϏのࢬかΒͬ࠾たඥ状のࡐで編んͩΧΰである。編物 2とಉ༷なٕ

ज़であるが、͜ちΒのํがやや大ܕで目もૈい。編物の東୺෦がややཱち্がる༷ࢠが͏かが͑る͜とか

Β、Χΰのંりฦし෦分にあたるとਪଌ͞Εる。͜Εが正しけΕ͹、ݱ状͑ݟているのはΧΰの内ଆとい

͏͜とになる。

18T 編物　18T	6E19	)2 層（ਤ൛ 21�5）　堅果類集中かΒ出土した編物で、௕͞ 13�3DN、෯ 11�5DN

である。Ϥコࡐは 2本 1୯Ґ、λςࡐ 1本で 2本௒͑ 2本જり 1本ૹりの໢代編Έである。थ種は未ಉ

ఆである。

4　動　物　遺　体

地でऔり্͛た動物遺体には、シΧのԼֺݱ 1఺とೋຕ貝 4఺がある。

シΧは 18T		7E13 グリッド)4層かΒ出土（ਤ൛ 21�6）したもので、焼けていない骨である。྆୺が

ܽଛしているもののԼֺࠨଆのܗ状をほ΅ཹΊており、残存௕ 178NNをଌる（ਤ൛ 23�70）。

ೋຕ貝は、4఺の͏ち 3఺が 13T の 4,1の 3層かΒ、残り 1఺がピット 2の 6層Լ෦（ఈ面௚্）か

Β出土した（ਤ൛ 15�7 ピンϙールのઌ）。͜ΕΒの͏ちの 2఺がほ΅ܗ׬で、4,1出土ྫ（ਤ൛ 23�69）は

௕͞ 176NN、ピット 2出土ྫ（ਤ൛ 15�7）は௕͞໿ 150NNといͣΕも大ܕで、ΧラεΨイまたはドϒ

ΨイのՄ能ੑがߴい。全ての貝がࠨӈͲちΒかの֪ൽで、ೋຕが合Θͬ͞た状態のものはない。

2005 年度調査では、大ྔの焼骨（ڕ骨・्骨）と焼けていない骨・貝類が出土した。焼けていない骨は

ඇৗに੬いたΊ、ݱ地でऔり্͛る͜とができるほͲのڧ度をอͭものは少਺であり、本དྷの埋蔵ྔの一

෦を確認できたにա͗ない。本発掘調査で確認できた貝類は 14఺で、大ܕ（֪௕ 100NNҎ্）と中ܕ（֪

௕ 40～ 50NN前後）の 2種類が認ΊΒΕたが、全てイシΨイՊにଐ͢るʦඉઘ 2005ʧ。13T にྡ઀͢る

13区では࠷も貝の出土がଟ͘、)5層のߔ・堅果類集中かΒ 6఺、)7層検出の土坑かΒ 10఺が確認͞

Εている。)5層検出の堅果類集中（4/2510）では、特ఆの範囲かΒ中ܕλイϓの貝֪がີ集した状態で

大ྔに検出͞Εており、「貝ࣺて৔」の༷૬をఄしていた。13T の 4,1 は )6層に所ଐ͢る土坑であり、

13区)6層の土坑܈との関࿈が͏かがΘΕる（第 10ද）。

一ํ、シΧはイノシシとڞに 2005 年度調査でもଟ͘検出͞Εており、イノシシΑりもシΧが目ཱͭ܏

が͏かが͑た。地区別では、18T޲ にྡ઀͢る 11区かΒの出土ྫがଟ͘、)5層かΒシΧԼֺ 5఺が出

土している。)4層かΒはイノシシが 1఺、シΧかイノシシか൑別できないものが 1఺ある。1఺のΈͩ

が、18Tの)4層かΒ出土した͜とは、本発掘調査における出土状گをट͢ߠるものと͑ߟたい。

的なऔり্͛はۃΘΕる焼骨ยもෳ਺確認͞Εているが、時間的な੍໿かΒ積ࢥճの調査では्骨とࠓ

行Θなかͬた。本発掘調査の成果をྀ͢ߟΕ͹、ଟྔの焼骨がแؚ層中にؚまΕていたとਪଌ͞Εる。

4　動　物　遺　体



23

第ᶜষ　ࣗવՊ学分ੳ

1　18T地఺の縄文時代晩期前葉のՖค化石

吉　川　昌　伸（古代の森研究舎）

A　は　͡　Ί　に

調査地఺の 18T は、2005 年に調査͞Εた野地遺跡 11地఺の東ଆにྡ઀͢る。本トレンチではԣに

なͬたクリؙଠࡐと掘ཱ柱ݐ物、クリ果ൽやクルミ内果ൽ、トチノキ種ൽのഁยが集中して出土している。

ଯ積層はԼҐΑり)7～)1֤層に区分͞Ε、)7～)5層は縄文晩期前葉前൒（大ಎ#2～ #$1式ซ行）、

)1～)4層は縄文晩期前葉後൒（大ಎ#$2式ซ行）である。掘ཱ柱ݐ物は)3層ஈ֊、ԣ౗しのクリ大

木は)5層  ஈ֊とࢥΘΕる。͜͜ではपลの植ੜとੜ業をղ໌͢る͜とを目的にՖค化石を調査した。

ྉと分ੳํ法ࢼ　#

ྉは、18Tࢼ 調査区ೆଆのクリؙଠࡐが出土した地఺において)2～)5層を柱状で࠾औした。Ֆค

分ੳࢼྉは、ࣨ内で)2～)5層の柱状ࢼྉかΒ 6層४࠾औした（第 7ਤࢀর）。ଯ積物はփ৭ཻ࠭ࡉۃシ

ルトないしオリーϒࠇ৭シルトかΒなる。

Ֆค化石のந出は、ࢼྉ 1～ 2H をടྔし体積をଌఆ後に 10ˋ ,0)（౬ઝ໿ 15分）、ࣼ܏法にΑりૈ

ཻ࠭をऔりআき、48ˋ )F（໿ 15 分）、424 と 426 をআ͘ࢼྉは重ӷ分཭（ൺ重 2�15 のष化ѥԖ）、Ξη

トリシεॲཧ（ೱེࢎ 1ɿແਫਣࢎ 9のࠞӷで౬ઝ 5分）のॱにॲཧを行ͬた。ϓレパラート࡞製は、残ᕓを

దྔにرऍしλッチミキαーでे分֧፩後、Ϛイクϩピϖットでऔり重ྔをଌఆ（ྔײ 0�1NH）しグリη

リンで෧ೖした。また、ଯ積物のੑ࣭を調΂るたΊに、༗機物ྔ、シルトҎԼのཻࡉ成分、࠭分ྔ、ٴͼ

ੜ業のࢦඪとなるඍཻ炭ྔにͭいて調査した。༗機物ྔにͭいてはڧ೤ྔݮをଌఆした。ڧ೤ྔݮは、電

Ϛッフル࿍にΑりؾ 750ˆで 3時間ڧ೤し、ڧ೤にΑるྔݮをס૩重ྔඦ分཰でࢉ出した。ඍཻ炭ྔは、

σδλルΧϝラでϓレパラートのݦඍڸը૾をऔりࠐΈ、ը૾ղੳιフトの *NBHF+ で 75ЖN2 Αり大き

いαイズのඍཻ炭の積ࢉ面積をܭଌした。

$　݁　　　果

Ֆค分ੳࢼྉのଯ積物の特ੑを第 4දにࣔ͢。ଯ積物は全ൠにシルトҎԼのཻࡉ成分を主と͢るଯ積

物かΒなる。͜の͏ち/P�2（)3層）と/P�3（)4層）は༗機物ྔが໿ 12ˋと૬ର的にଟ͘、/P�1（)2層）

と/P�4 ～ 5はཻ࠭ࡉۃがൺֱ的ଟؚ͘ま

Εる。

出ݱした分類܈のリεトとͦのݸ਺をද

2に、主要Ֆค分෍ਤを第 7ਤにࣔ͢。出

はՖࢠ཰は、थ木はथ木Ֆค਺、૲本๔ݱ

ค๔ࢠ਺をج਺としてඦ分཰でࢉ出した。

/P� 層Ґ ଯ積物の特௃ ࠭ シルト	
೪土

	ྔݮ೤ڧ
（༗機物ྔ）

1 )2 փ৭ཻ࣭࠭ࡉۃシルトɼトチノキ種ࢠยؚΉ 20�8 70�9 8�3

2 )3 փ৭（オリーϒࠇ৭Αり）シルト 6�4 82�4 11�2

3 )4 փ৭（オリーϒࠇ৭Αり）シルト 9�5 78�4 12�1

4 փ৭ཻ࣭࠭ࡉۃシルト 32�6 62�2 5�2

5 փ৭ཻ࣭࠭ࡉۃシルト 18�3 75�1 6�6

6 )5 փ৭（オリーϒࠇ৭Αり）ཻ࣭࠭ࡉۃシルト 11�1 82�5 6�4

第 4表　18T 分析試料の堆積物の特性（重ྔˋ）
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ਤද中でෳ਺の分類܈をハイフンで݁んͩのは、分類܈間の区別が໌確でないものである。また、クϫՊ

やόラՊ、ϚϝՊでथ木と૲本の区別が出དྷない分類܈は૲本ՖคとしてまとΊた。

Ֆค化石܈の૊成は、Լ෦の/P�5 ～ 6と্෦の/P�1 ～ 4でҟなる。ͭまり、Լ෦の/P�5 ～ 6では

第 5表  18T より出現した花粉化石の一覧表

和名 学名 1 2 3 4 5 6
थ		木
　Ϛキଐ Podocarpus � � � � 1 1
　ト΢ώଐ Picea 1 � � � 1 �
　Ϛπଐ୯ҡ؅ଋѥଐ Pinus TVCHFO� Haploxylon 16 6 10 12 � 5
　Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐ Pinus TVCHFO� Diploxylon 1 2 2 6 � 6
　Ϛπଐ（ෆ໌） Pinus  	6OLOPXO
 1 � � 3 � 1
　コ΢ϠϚキଐ Sciadopitys � � � � 1 �
　εΪ Cryptomeria japonica 	L�pM�
%�%PO 7 11 9 14 8 9
　イチイՊ−ώノキՊ−イψΨϠՊ TBYBDFBF	�	$VQSFTTBDFBF	�	$FQIBMPUBYBDFBF 	
　ώノキܕ Chamaecyparis	UZQF � 1 � � � �
　ϠφΪଐ Salix � 1 1 � 2 1
　αϫグルミଐ Pterocarya 1 1 � 3 � 1
　クルミଐ Juglans 9 3 12 7 3 2
　クϚシσଐ−Ξαμଐ Carpinus - Ostrya 4 4 � 1 1 �
　ハシόミଐ Corylus 1 1 2 � 1 �
　Χόノキଐ Betula � � 2 1 � �
　ハンノキଐ Alnus 73 114 37 84 36 27
　ϒφ Fagus crenata #MVNF 19 33 3 10 3 3
　コφラଐコφラѥଐ Quercus	TVCHFO�	Lepidobalanus 40 50 20 30 23 9
　コφラଐΞΧΨシѥଐ Quercus TVCHFO� Cyclobalanopsis � 1 � 1 1 �
　クリ Castanea crenata 4JFC�	FU	;VDD� 20 4 16 17 30 31
　シイノキଐ Castanopsis � � 1 � � �
　χレଐ Ulmus 1 � � � � �
　έϠキܕ Zelkova serrata UZQF 2 5 4 1 2 2
　Χπラଐ Cercidiphyllum � 1 � � � �
　Ϟクレンଐ Magnolia 1 � � � � �
　αンシϣ΢ଐ Zanthoxylum � � � 1 � �
　ϠϚ΢ルシ類 Toxicodendron trichocarpum UZQF � 1 � � � �
　χシキΪՊ $FMBTUSBDFBF � � 1 � � �
　ΧΤσଐ Acer 3 7 5 1 1 4
　トチノキ Aesculus turbinata #MVNF 10 21 5 9 21 60
　΢コΪՊ ASBMJBDFBF 1 3 � 1 1 �
　ミズキଐ Symplocos � � � � � 1
　ππδՊ ESJDBDFBF � 1 � � � �
　トωリコଐ Fraxinus 1 � � 1 � �
　χϫトコଐ Sambucus � � 1 � � �
　λχ΢πΪଐ Weigela 1 2 1 1 � �
૲		本
　オϞμΧଐ Typha 1
　イωՊ（野ੜܕ） (SBNJOFBF		8JME	UZQF
 7 2 3 5 3 1
　ΧϠπリグαՊ $ZQFSBDFBF 2 � 1 4 � �
　ϫεレグαଐ Hemerocallis 1 � � � � �
　Ξαܕ Cannnabis sativa	UZQF 1 � 11 2 � �
　Ξαଐ−ΧφϜグラଐ Cannabis - Humulus 8 � 94 7 2 3
　クϫՊ−イラクαՊ .PSBDFBF	�	6SUJDBDFBF � � 4 � � �
　イψλσଐ Persicaria � � 4 2 � �
　ΞΧβՊ $IFOPQPEJBDFBF � � � � 2 �
　ώϢՊ ANBSBOUIBDFBF � � � 1 1 1
　ΧラϚπι΢ଐ Thalictrum 1 � � � 1 �
　ΞϒラφՊ $SVDJGFSBF � 1 � � � �
　ϢキノシλՊ 4BYJGSBHBDFBF 1 � � � � �
　όラՊ 3PTBDFBF � 3 � 1 � �
　ϚϝՊ LFHVNJOPTBF 1 1 � � � �
　πリフωι΢ଐ Impatiens � � � 2 � �
　ηリՊ 6NCFMMJGFSBF 2 � 1 5 6 1
　オオόコଐ Plantago � � 3 1 � �
　ϤϞΪଐ Artemisia 9 7 13 85 14 5
　ଞのキクѥՊ PUIFS	TVCVMJqPSBF 1 2 2 5 � �
　λンϙϙѥՊ LJHVMJqPSBF � � � � 1 �
シμ植物
　ώΧήノΧズラଐ Lycopodium 1 � � 1 � �
　θンϚイଐ Osmunda 53 13 12 14 7 27
　ଞのシμ植物๔ࢠ PUIFS	1UFSJEPQIZUB 58 9 8 26 34 20
ଞのパリノϞルフ
　ฬ஬（دੜ஬ཛ） Trichuris		)FMNJOUI	FHH
 � � 1 4 14 129
थ木Ֆค ASCPSFBM	QPMMFO	 213 273 132 204 136 163
૲本Ֆค /POBSCPSFBM	QPMMFO	 34 16 136 121 30 11
シμ植物๔ࢠ FFSO	TQPSFT 112 22 20 41 41 47
Ֆค・๔ࢠ਺ 1PMMFO	BOE	4QPSFT 359 311 288 366 207 221
ෆ໌Ֆค 6OLOPXO	QPMMFO	 9 7 7 23 9 7
थ木Ֆคྔ（ཻ �DN3） 3485 24509 3854 8445 2926 3254
　クリՖคྔ（ཻ �DN3） 327 359 467 704 645 619
　トチノキՖคྔ（ཻ �DN3） 164 1885 146 373 452 1198
ඍཻ炭ྔ（NN2�DN3） 104 52 65 142 341 381

1　18T 地఺の縄文時代晩期前葉のՖค化石
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஬ഔ種のトチノキが 15～ 37ˋ、クリが 19～ 22ˋとൺֱ的ߴ཰である。ଞにハンノキଐやコφラѥଐ

がൺֱ的ଟ͘出ݱし、針葉थのεΪやΧΤσଐ、έϠキܕなͲを൐͏。૲本Ֆคは低཰であるが、ฬ஬ཛ

が/P�6 で 2580 ݸ �DN3 とଟ͘検出͞Εる。また、ඍཻ炭ྔが 341 ～ 381NN2�DN3 とい͘分ଟؚ͘ま

Εる。

্෦の/P�1 ～ 4ではトチノキやクリがݮ少しハンノキଐがߴ཰で出͢ݱる。また、コφラѥଐがൺֱ

的ଟ͘઎Ί、Ϛπଐ୯ҡ؅ଋѥଐやεΪ、クルミଐ、ϒφなͲを൐͏。トチノキは 4～ 8ˋにݮ少͢るが、

クリは1～ 12ˋである。૲本のΞαଐ−ΧφϜグラଐやϤϞΪଐが一෦層४でൺֱ的ߴ཰で出͢ݱるが、

ଞの層४では૲本Ֆคは稀である。また、ΞαܕՖคが低཰であるが出ݱしている。なお、/P�3 のΞα

ଐ−ΧφϜグラଐとしたՖคにはΧφϜグラଐλイϓが

ଟい。ඍཻ炭は 52～ 142NN2�DN3 と少ྔである。

࡯　　　ߟ　%

18T のՖค化石܈の૊成は、トチノキのස度をআい

ては野地遺跡 11調査区の :$−ᶙଳ্෦かΒ :$−ᶚ

ଳԼ෦ʦ吉川 2009ʧとおおΉͶಉ༷な૊成をࣔ͢。ト

チノキは 18T Լ෦（)5 層とͦの্Ґ層）では 11 調査

区にൺ΂出ݱ཰がߴい。トチノキՖคは஬ഔでࢄ෍範

囲はクリΑり͘ڱ、ࠛ஬にΑりӡ͹ΕるՖคをআ͘と

ຆͲがथף縁かΒ 10NҎ内に落Լ͢る（未ެද）。ͭま

り、縄文時代晩期前葉前൒ࠒには 18T の分ੳ地఺にथ

ΒΕ͑ߟ体がੜ͑ていたとݸがかかる範囲にトチノキף

る。11調査区でトチノキՖคのස度が低いのは、トチ

ノキݸ体かΒ཭Εていた͜とにΑる。また、クリՖค

が 19 ～ 22ˋとൺֱ的ߴ཰である。クリՖคは、クリ

第ᶜষ　ࣗવՊ学分ੳ
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第 7図　18T の主要花粉分布図

1 2

3 4

第 8図　18T から出現した花粉化石

1ɿΞαܕɼ/P�1（)2層）ɼAF3�	.:	2085�
2ɿΞαܕɼ/P�3（)4層）ɼAF3�	.:	2087�
3�4ɿϠϚ΢ルシ類ɼ/P�2（)3層）ɼAF3�	.:	
2086�
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林のप囲に落葉޿葉थ林が޿がͬている地఺においては、थ木Ֆคൺ཰はクリ७林内で 30ˋҎ্、林内

に໿ 25NҎ্ೖͬた中央෦で໿ 60ˋҎ্を઎Ί、クリ林かΒ཭Εるとݮٸし、෩Լଆのथף縁かΒ໿

20Nで 5ˋҎԼ、໿ 200Nでは 1ˋҎԼとクリՖคのࢄ෍範囲がڱい͜とが໌Βかになͬているʦ吉川

2011ʧ。͞Βに、クリ林かΒのڑ཭とクリՖคྔの関܎かΒもࢄ෍範囲がڱい͜とが実ূ͞Εている（未

ެද）。͜͏した͜とかΒ、トチノキݸ体のଆにクリݸ体もੜ͑ていたと͑ߟΒΕる。

一ํ、ฬ஬ཛがଟ͘検出͞ΕているたΊฅศがഇ͞غΕているのは間ҧいないが、ଯ積物の༗機物ྔが

低い͜とかΒ͜の৔所にܧଓしてഇ͞غΕたΘけではないであΖ͏。ฬ஬はώトのฅศとڞに֎քにでた

डਫ਼ཛがదԹ・ద࣪であΕ͹発育して༮஬แ蔵ཛとなり、͜Εをώトが経ઁޱऔ͢るとײછし、少਺دੜ

の৔合はほとんͲແ঱状でଟ਺دੜ͢るとҟ৯঱（木炭・น土なͲҟৗなものを৯΂たがる）・ෲ௧・Լཀྵ等

をきた͢ʦ吉田ほか1996ʧと͞Εている。

18T্෦（)2～)4層）の縄文晩期前葉後൒には、トチノキやクリՖคがݮ少͢るたΊ、少な͘とも分

ੳ地఺のଆにੜ͑ていたトチノキとクリݸ体がെ࠾なͲでແ͘なͬたのは確実である。͞Βに)4層前後

の/P�3 ～ 4では日౰たりの良い৔所にੜ͑るϤϞΪଐやͭる植物のΧφϜグラଐがଟいたΊ։けたۭ間

が޿がͬた͜とがਪଌ͞Εໃ६しない。また、ハンノキଐのස度が͘ߴなるが、Ϛπଐ୯ҡ؅ଋѥଐやϒ

φなͲの෩ഔՖคのස度も͘ߴなͬている͜とかΒ目ཱͬてハンノキ࣪地林が֦大したΘけではなͦ͞͏

である。ͭまり、Ֆค૊成のม化は主に分ੳ地఺のۙ๣のクリやトチノキݸ体がແ͘なͬた͜とにΑるӨ

。ΒΕる͑ߟが大きいとڹ

͜のΑ͏に、縄文時代晩期前葉前൒ࠒには 18T の東ଆの 6Fグリッド෇ۙにトチノキやクリがੜ͑て

いたと͑ߟΒΕ、縄文晩期前葉後൒にはͦΕΒथ木がെ࠾なͲにΑりແ͘なり։けたۭ間が޿がͬたとߟ

͑ΒΕる。野地遺跡の :$−ᶚではハンノキ࣪地林が֦大した͜とがਪଌ͞Εているʦ吉川 2009ʧが、

少な͘とも 18Tにおけるม化は࣪地林の֦大Αりもクリやトチノキのെ࠾等に൐͏ม化が大きい。また、

ԭ積低地にཱ地͢る縄文晩期຤葉の੨田遺跡においてもपลにはハンノキを主と͢る࣪地林が޿がͬてい

たが、ࣗવఅ๷のඍߴ地をར༻してクリ林をܗ成していた͜とが໌Βかになͬている。ӽ後平野北෦のԭ

積低地においては縄文後・晩期にはԭ積低地を積ۃ的にར༻し、ڌ఺となるϜラではඍߴ地にクリ林なͲ

をܗ成して植物৯と森林ݯࢿを確อしていた͜とがਪଌ͞Εるʦ吉川・荒川 2011ʧ。
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2　野地遺跡出土クリ木柱とؙଠࡐの年ྠղੳ

福島大学・ڞੜシεςϜཧ޻学類　木　村　勝　彦

A　は　͡　Ί　に

野地遺跡出土クリ木柱にͭいては 2005 年度調査において 16఺の木柱にͭいて年ྠղੳを実施した。

ͦの݁果、年ྠ年代学的なղੳでは年ྠ਺のଟ͞にも関ΘΒͣ木柱間の年代関܎をܾΊる͜とが出དྷな

かͬたが、晩期の大ܕの木柱ではクリとしてはかなり年ྠ਺のଟい 139 年をॳΊとして 75年Ҏ্のも

のがଟ਺ؚまΕている͜とがΘかͬているʦ木村 2009ʧ。本報告ではࢼ掘トレンチかΒ新たにऔり্͛

ΒΕた௥Ճ木ࢼࡐྉとして木柱 5఺と௕͞ 6Nのؙଠࡐ 1఺にͭいてにͭいての年ྠղੳ݁果をࣔ͢。

ࢼ　# ྉ と ํ 法

年ྠղੳをお͜なͬたࢼྉは木柱 5఺とؙଠࡐ 1఺である。木柱にͭいては製ࡐ所で੾அした木ޱ面

をਫ研͗αンμーで研ຏした後、ࣸਅࡱӨないしはεキϟφでը૾化し、コンピϡーλ্で年ྠ෯をܭଌ

した。ܭଌにࡍして年ྠの໌ྎに͑ݟる೚ҙの 2ないしは 3ଌઢをઃఆし、ͦのଌઢにԊͬて年ྠ෯を

ଌした。なお、1000EQJܭ ఔ度のղ૾度でը૾化したたΊ、ܭଌਫ਼度は 0�02NNఔ度である。年代学的

なղੳにはクϩεσーςΟングιフトʦ,JNVSB	1995ʧを༻い、σーλのඪ४化には 5年Ҡ動平ۉ法、

パλンの合கの༗ҙੑの൑அには U஋を༻いたʦ#BJMMJF	BOE	1JMDIFS	1973ʧ。

ؙଠࡐにͭいては、4Χ所で੾அしてथװղੳにΑるथߴ成௕の検౼を実施した。थװղੳとはथ木の

ຖのං大成௕を調΂る͜͞ߴの成௕ཤྺや޲ํߴで੾அして年ྠղੳを実施し、थ͞ߴをෳ਺のҟなるװ

とであり、林学や森林ੜ態学においてし͹し͹༻いΒΕる研究ख法である。੾அした͞ߴは残存͢る࠷Լ

෦かΒଌͬて 120DN、230DN、315DN、455DNの͞ߴで、֤அ面をஅ面 B、அ面 C、அ面 D、அ面 E

とした（第 9ਤ）。年ྠܭଌは֤அ面において木柱とಉ͡ख法を༻い、年ྠ年代学的なղੳもಉ༷のํ法

で実施した。

$　݁　　　果

1）年ྠܭଌの֓要

年ྠܭଌ݁果の֓要を第 6දにࣔした。木柱 5఺の͏ち 1JU1
	2 はͦΕͧΕ௚ܘ 45DN、28DNとൺֱ

的大ܕで年ྠ਺ 40年前後なのにରし、1JU3
	4
	5 は௚ܘ 11�5�13�5DNの小ܕのࡐで年ྠ਺も 10～ 23

年と少ない。平ۉ年ྠ෯は௚ܘの大小には関܎な͘、2�67NN～ 6�34NNの範囲であͬた。

木柱にはいͣΕもथൽが残存していないが、1JU1
	1JU2
	1JU4 は木ޱ੾அ面のपล෦にԊͬて一番֎ଆ

にಉ͡年ྠ層がஅଓ的に残存している͜とかΒ、थൽ௚Լの࠷֎年ྠが残存しているものと͑ߟΒΕた。

第 9図　丸太材の外観と切断面の位置

0 （1ɿ50） 1N
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અはق࠾体のെݸ年ྠ残存֎࠷ 1JU4 が成௕ఀࢭ期（秋～ཌૣय़）、1JU1
	2 にͭいては໌ྎではないものの

ՆҎ߱～成௕ఀࢭ期であるものと൑அできた。

ؙଠにͭいてはԼ୺かΒ 120DNのஅ面 B、ಉ 230DNのஅ面 C、ಉ 455DNのஅ面 Eの 3அ面にͭい

てのܭଌ݁果をࣔした（第 7ද）。ͦΕͧΕのҐஔでの௚ܘは 30ɼ33ɼ32DNで、ઌ୺にۙいほͲ͘ࡉな

るΑ͏な޲܏がݟΒΕͣ、͞Βにܭଌできた年ྠ਺は 3அ面とも 41年であͬた。͜Εにはද層のࡐの࡟

Εや௵Εが関܎しており、全てのஅ面においてද層の௵Εがݦ著にݟΒΕた。௵Ε෦分での年ྠのܭ਺は

͜、೉でありࠔ のたΊにؙଠのԼ෦ではܭଌできた年ྠ਺がա少になͬているものとࢥΘΕる（第 10ਤ）。

2）年　ྠ　年　代

年ྠ年代学的にݸ体間の年代ࠩがܾΊΒΕる৔合、௨ৗݸ体内のෳ਺のଌઢ間で年ྠパλーンのߴい૬

関がಘΒΕる。ٯにݸ体内で૬関がಘΒΕないࢼྉは年ྠ年代に༻いるࡐྉとしてෆద౰であると൑அで

きる。͜の఺を検౼͢るたΊにෳ਺ଌઢをܭଌした木柱 ਺と܎૬関ۉ体内の年ྠパλンの平ݸྉのࢼ4

平ۉ U஋をࢉ出した（第 6ද）。

木柱の͏ち、1JU2ɼ1JU4 の 2本にͭいては平ۉ U ஋がͦΕͧΕ 5�4ɼ5�6 で、ͦΕなりにߴい૬関がಘ

ΒΕた（ಉ一ݸ体内としては低い）が、1JU1ɼ1JU5 ではݸ体間の༗ҙੑの࠷低ݶのج४としての U ஋ 3�5 を

Լճͬた。ݸ体内の低い૬関は野地遺跡での前ճのܭଌʦ木村 2009ʧとಉ༷で、野地遺跡出土クリࡐで

の年ྠ年代ղੳのࠔ೉͞をࣔしている。

い૬関のߴ体間のクϩεσーςΟングでは、্記かΒ༧૝͞ΕたΑ͏に、年代ࠩをܾఆできるΑ͏なݸ

ϙイントはಘΒΕなかͬた。ࢼしに࠷֎年ྠが残存し、௚ܘや年ྠ਺が類ࣅした 1JU1ɼ1JU2 がಉ一年െ

ʹ਺܎したと͜Ζ、૬関ࢉܭである͜とを૝ఆして૬関を࠾ 0�04ɼU ஋ʹ 0�26 となり、ほとんͲແ૬関

にۙい݁果となͬた。なお、前ճ報告した木柱 16఺との間のクϩεσーςΟングもࢼΈたが、૬関のߴ

い૊Έ合Θせは全͘ಘΒΕなかͬた。

3）ؙଠࢼྉの年ྠղੳかΒΈたथߴ成௕の検౼

௨ৗのथװղੳではथ木中৺かΒथൽ௚Լの࠷֎年ྠまでの年ྠがܭଌできるたΊ、2Օ所のҟなるߴ

͞ I1と I2 における年ྠ਺のࠩが、ͦのथ木のथߴが I1かΒ I2 まで伸ͼるのに要した年਺をද͢͜

とになる。しかし、野地遺跡出土ؙଠの৔合ද層がࣦΘΕていて、ܭଌした 3Χ所の͞ߴ（அ面）におけ

第 10図　丸太材断面 d表面の圧密

Լ୺かΒのڑ཭
（DN）

௚ܘ
（DN） 年ྠ਺ 平ۉ年ྠ෯

（NN） ද面 中৺

அ面 B 120 30 41 4�2 ௵Ε ˓

அ面 C 230 33 41 3�9 ௵Ε ˓

அ面 E 455 32 41 3�5 ௵Ε ˓

木柱名 ௚ܘ（DN） 年ྠ਺ 平ۉ年ྠ෯ ද層 ֊成ஈܗ年ྠ֎࠷ 中৺ 平ۉ S 平ۉ U ଌઢ

:T18	TS	1JU1 45�0 37 5�10 ˓　 Ն～成௕ఀࢭ期 あり 0�46 3�1 BCD

:T18	TS	1JU2 28�0 42 3�13 ˓ʁ Ն～成௕ఀࢭ期 あり 0�65 5�4 BCD

:T18	TS	1JU3 11�5 10 6�34 あり B

:T18	TS	1JU4 13�5 23 2�67 ˓　 成௕ఀࢭ期 あり 0�81 5�6 BC

:T18	TS	1JU5 12�0 18 3�82 あり 0�55 2�4 BC

平　ۉ 22�0 26 4�21

第 7表　丸太材の計測結果

2　野地遺跡出土クリ木柱とؙଠࡐの年ྠղੳ

第 6表　出土木柱の計測結果
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る年ྠ਺が（ۮવ）全てಉ͡であͬた。

͜のたΊ、थߴ成௕をࢉ出͢るたΊに

は֤அ面間の年ྠのクϩεσーςΟン

グにΑͬて֤அ面における本དྷの年ྠ

਺のࠩ、ݴい͑׵ると中৺の年ྠのܗ

成͞Εた年のࠩをܾΊるඞ要がある。

クϩεσーςΟングの݁果、૬関が

े分とは͑ݴないものの 3 ͭのஅ面

の中৺の年代ࠩをܾΊる͜とが出དྷた

（第 11ਤ）。U ஋でࣔしたஅ面間の૬関

は、அ面CとBとでは1年ࠩで Uʹ4�2

で、༗ҙਫ४をクリΞしたが、அ面 E

とஅ面 Bは 3年ࠩで U ஋ʹ 3�1、அ面 Eと Cとでは 2年ࠩで U ஋ʹ 2�0 と௨ৗでは年代ܾఆ出དྷない低い

U ஋となͬた。しかし、ඪ४化しないੜのσーλでݟた৔合に௕प期成分が合ͬていて、前記の年代ࠩに

おいて།一の࠷大の૬関のピークをࣔ͢͜とかΒ、͜の݁果はほ΅間ҧいのない年代ࠩであるものと͑ߟ

ΒΕる。

্記のクϩεσーςΟングの݁果は、͜のؙଠがԼ୺かΒ 120DNのஅ面 BかΒ 455DNのஅ面 Eにࢸ

までの໿ 3N（335DN）を 3年間で௨աした͜とをࣔ͢。அ面 BかΒ Cまでの 110DNも 1年で、थߴ成

௕として 1年間に໿ 1Nఔ度成௕していた͜とになる。͜Εは໌るい৔所での成௕の଎いथ木のものと

してリーズφϒルな஋であり、ྫ͑͹西（2011）ࢁにΑる人޻植͞࠿ΕたԬࢁ県のクリのथװղੳにΑͬ

てಘΒΕたथߴ成௕ともほ΅ରԠしている。

%　クリの年ྠ年代に関͢る໰୊఺

クリの年ྠにΑる年代ܾఆのࠔ೉な͜とにͭいては、੨田遺跡ʦ木村ほか2004ʧでもࣔ͞Εており、

ほかࢁ遺跡の木柱にͭいても報告があるʦ大ࢁ体内で͑͞૬関が低いྫも木村（2009）Ҏ֎に三内ؙݸ

2008ʧ。しかし、北཮の؀状木柱ྻのクリࡐʦ木村・荒川 2011ʧなͲでは年ྠ年代ղੳがे分Մ能であり、

ಉ͡クリでも地Ҭや時期にΑͬては年ྠ年代学的なղੳにదしている৔合もある。縄文人にとͬてクリは

৯ྉ、木ݯࢿࡐとしてۃΊて重要なものであり、ͦのఆண時期や成௕、െ࠾なͲが人の׆動と݁͘ڧͼͭ

いているՄ能ੑがߴい͜とを͑ߟると、年代学的な検౼はଓける΂きものであΖ͏。

なお、本研究は、Պ学研究අิॿ金（平成 21～ 24 年度ج൫研究（#）、課୊番号 21320151、研究代ද者ɿ

木村勝彦）の成果の一෦である。
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第 11図　丸太材の 3つの断面で計測した年輪幅の変動パタン

ද面はࣦΘΕているが、クϩεσーςΟングにΑり年代をͦΖ͑てある
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3　野地遺跡出土編૊製品のૉࡐ植物と木製品のथ種

小林和貴 1）・能城修一 2）・佐々木由香 3）・鈴木三男 1）

1）東北大学植物園、2）森林総合研究所、3）（株）パレオ・ラボ

新潟県野地遺跡かΒ出土した縄文時代晩期

の ࡐ体の編૊製品のૉݸ4 22఺と木製品 8

఺をಉఆした（第 8 ද）。ಉఆ͞Εた植物種

は次の௨りである。

1．ヒノキ木材　Chamaecyparis obtusa	4JFC�

PME	FU	;VDD�　ώノキՊώノキଐ

Ծಓ؅、थࡉࢷ๔、์ࣹ૊৫ࡉ๔かΒなる

針葉थࡐで、年ྠ෯はࡐૣ、͘ڱと晩ࡐのҧ

いはෆ໌ྎ、Ծಓ؅のஅ面は੔ͬたํܗ～௕

でない、なͲかΒං大成௕の஗いൺֱ的ܗํ

एいࡐ（ࡐࢬなͲ）であるとݟなせる。थࢷ

͘؇、๔は年ྠにΑͬてྔにちがいがありࡉ

઀ઢํ޲に࿈ଓ͢る޲܏がある。थࡉࢷ๔の

ਫ平นは݁અ状になる。分野น޸はอ存がѱ

͘か͢かにしか࡯؍できないが、1分野あた

り 。であるܕώノキ、ݸ2、1

Ҏ্の࣭ܗかΒ͜Εはώノキのࡉいࡐࢬを

ׂり྾いてͬ࡞たͻ͝ࡐである͜とが分かͬ

た。ώノキのͻ͝ࡐは「編物 3」のॎࡐ 2఺、

ԣࡐ 2 ఺、ԣࡐを巻き෇けているࡐ 1 ఺で

確認͞Εた͜とかΒ、͜の「編物 3」はώノ

キ製である͜とが分かͬた。ͻ͝ࡐはްΈにたいして෯のほ͏が͘޿板目にണいでいる。

2．マタタビ茎材　Actinidia polygama （4JFCPME	FU	;VDD�）	1MBODI	FY	.BYJN�　ϚλλϏՊϚλλϏଐ

中～小ܗの୯ಠのԁܗのಓ؅がࢄ在͢るࡐ޸ࢄで、ಓ؅のઠ޸は֊ஈ状、ଆนにも֊ஈ状น޸がݟΒΕ

る。์ࣹ૊৫は୯ྻかΒ਺ࡉ๔෯、ҟੑで௚ཱࡉ๔はഎがߴい。Ҏ্の࣭ܗかΒϚλλϏՊϚλλϏଐの

。野にはϚλλϏがී௨にੜ育͢る͜とかΒ͜の種であると؃၏͞Εるࢁとಉఆした。新潟県のࡐ

3　野地遺跡出土編૊製品のૉࡐ植物と木製品のथ種

第 8表　編組製品の素材植物種と木製品の樹種の同定結果

ྉ番号ࢼ 植物種名 種　別 औ෦Ґ࠾ྉࢼ औҐஔ࠾

/*(�2905 類࡫ 編物 1D
（੾り残し෦分） 第 12ਤ	 ॎࡐ 1 第 19ਤ 1

/*(�2906 類࡫ 編物 1D
（੾り残し෦分） 第 12ਤ	 ॎࡐ 2 第 19ਤ 2

/*(�2907 類࡫ 編物 1D
（੾り残し෦分） 第 12ਤ	 ԣࡐ 1 第 19ਤ 3

/*(�2908 類࡫ 編物 1D
（੾り残し෦分） 第 12ਤ	 ԣࡐ 2 第 19ਤ 4

/*(�2909 シφノキथൽ 編物 1Eᶃ 	 縁仕舞 1 第 18ਤ 5

/*(�2910 シφノキथൽ 編物 1Eᶃ 	 縁仕舞 2 第 18ਤ 6

/*(�2911 ϚλλϏܪ 編物 2 第 13ਤ	 ॎࡐ 1 第 18ਤ 7

/*(�2912 ϚλλϏܪ 編物 2 第 13ਤ	 ॎࡐ 2 第 18ਤ 8

/*(�2913 ϚλλϏܪ 編物 2 第 13ਤ	 ԣࡐ 1 第 18ਤ 9

/*(�2914 ϚλλϏܪ 編物 2 第 13ਤ	 ԣࡐ 2 第 18ਤ 10

/*(�2915 ϚλλϏܪ 編物 2 第 13ਤ
ࡐ縁෦巻き෇けޱ 第 18ਤ 11

/*(�2916 ϚλλϏܪ 編物 2 	 ଳ෦ 1 第 18ਤ 12

/*(�2917 ώノキ木ࡐ 編物 3 	 ॎࡐ 1 第 18ਤ 13

/*(�2918 ώノキ木ࡐ 編物 3 第 14ਤ	 ॎࡐ 2 第 18ਤ 14

/*(�2919 ώノキ木ࡐ 編物 3 第 14ਤ	 ԣࡐ 1 第 18ਤ 15

/*(�2920 ώノキ木ࡐ 編物 3 	 ԣࡐ 2 第 18ਤ 16

/*(�2921 ώノキ木ࡐ 編物 3 第 14ਤ	 ଳ෦ 1 第 18ਤ 17

/*(�2922 類࡫ 編物 1C 第 15ਤ	 ॎࡐ 1 第 18ਤ 18

/*(�2923 類࡫ 編物 1C 第 15ਤ	 ॎࡐ 2 第 18ਤ 19

/*(�2924 類࡫ 編物 1C 第 15ਤ	 ԣࡐ 1 第 18ਤ 20

/*(�2925 類࡫ 編物 1C 第 15ਤ	 ԣࡐ 2 第 18ਤ 21

/*(�2926 ώノキ木ࡐ 編物 3 　　ԣࡐ巻き෇けࡐ 第 18ਤ 22

ྉ番号ࢼ थ種名 種　別 出土Ґஔ ਤ൛

/*(�2897 クリ 板状木製品
（板目ް板） 13トレンチ　4,1 ਤ൛ 7�6

/*(�2898 クリ 板状木製品
（板目ް板） 13トレンチ　4,1 ਤ൛ 7�7

/*(�2899 クリ ਊ࣋ちؙ木柱 18トレンチ　14 ਤ൛ 7�2

/*(�2900 クリ ਊ࣋ちؙ木柱 18トレンチ　15 ਤ൛ 7�3

/*(�2901 クリ ਊ࣋ちؙ木柱 18トレンチ　13 ਤ൛ 7�1

/*(�2902 クリ ؙଠࡐ 18トレンチ　)5B 層 ਤ൛ 8�9

/*(�2903 クリ ਊ࣋ちؙ木柱 18トレンチ　12 ਤ൛ 7�4

/*(�2904 クリ ਊ࣋ちؙ木柱 18トレンチ　11 ਤ൛ 7�5
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「編物 2」のॎࡐ 2఺、ԣࡐ 2఺、ԣࡐのまき෇けࡐ 1఺ともϚλλϏであり、͜の᝷はϚλλϏ製と

であり、中には਷の૊৫もؚΉものもある͜とかΒ౰年޿に෯޲は年ྠքをؚまͣ、板目ํࡐる。ૉ͑ݴ

。成したものと൑அ͞Εる࡞のϚλλϏのຮを྾いてࢬ

3．シナノキ樹皮　Tilia japonica	（.JR�）	4JNPOLBJ　シφノキՊシφノキଐ

木ޱ面ではஅ面ଟ֯ܗのણҡࡉ๔が์ࣹ૊৫と௵Εたᝲ෦૊৫にΑͬて࡞ΒΕる઀ઢํ޲に௕い௕ํܗ

の区ըを埋Ίਚ͘している。ણҡࡉ๔のนはް͘、内ߢ෦分はۃΊてڱい。์ࣹ૊৫は木ࡐにΈΒΕるも

のとはҟなり、֦大มܗしていて઀ઢ面では๰਴ܗかΒෆఆܗとなる。͜ΕΒの࣭ܗかΒ、シφノキՊシ

φノキଐのथൽ（ೋ次ᝲ෦）である͜とがΘかる。新潟県地ํではシφノキがීว的に分෍͢る͜とかΒ

ΒΕる。「編物͑ߟྉは͜の種のथൽであるとࢼ 1Eᶃ」の縁仕舞の෦分のࡐ 2఺が͜のथൽである。

4．笹類桿　#BNCVTPJEFBF　イωՊλέѥՊ

木ޱ面はԁހの一෦で、֎ଆද面にはදൽ、内ଆද面には௵Εた૊৫があり、ͦの間に大小のҡ؅ଋが

֤。一に分෍しているۉ ҡ؅ଋは原ੜ木෦1ߢՕ所、ͦ の֎ଆにᝲ෦、྆ ଆに後ੜ木෦ಓ؅が1本ͣͭあり、

ͦΕΒをऔり囲んͩણҡ૊৫があり、ણҡ૊৫は特に֎ଆに良͘発

ୡしている。ҡ؅ଋは内ଆでଠ͘、֎ଆに޲かいॱ次͘ࡉなり、֎

ଆのදൽにۙい෦分ではಓܘ؅は小͘͞なる。͜ΕΒの࣭ܗかΒイ

ωՊのλέѥՊのᑈであるとಉఆした。ࢼྉはද面が࿷͢ۂる͜と、

೑ްでない͜となͲかΒܘの小͞なᑈを࣋ͭ、いΘΏる「࡫類」の

ᑈで、͜ Εをॎに4分׋ఔ度に྾いたものである͜とが分かる。「編

物 1D」（੾り残し෦分）のॎࡐ 2఺、ԣࡐ 2఺、「編物 1C」のॎࡐ 2఺、

ԣࡐ 2఺が࡫類であͬた。

5.　クリ　　Castanea crenata	4JFC	FU	;VDD�　ϒφՊ

৺ࡐ෦がࠇ৭となる޿葉थࡐで、年ྠ࢝Ίに大ಓ؅がฒͼ、晩

、は୯一޸෦では小ಓ؅が集まͬてՐԌ状の໲をな͢。ಓ؅のઠࡐ

์ࣹ૊৫は୯ྻಉੑである。18T かΒ出土した柱ࡐ 6఺、13T の

4,1かΒ出土した板状木製品 2఺が全てクリであͬた。

第 14図　「編物 3」第 13図　「編物 2」

第ᶜষ　ࣗવՊ学分ੳ

第 15図　「編物 1b」

第 12図　「編物 1c」（切り残し部分）
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1C�		ಉ　板目ʷ 120 1D�		ಉ　ຝ目ʷ 2401B�		ώノキ　/*(�2917　木ޱʷ 60

2C�		ಉ　板目ʷ 60 2D�		ಉ　ຝ目ʷ 2402B�		ϚλλϏ　/*(�2911　木ޱʷ 30

3C�		ಉ　木ޱʷ 240 3D�		ಉ　板目ʷ 603B�		シφノキ　/*(�2910　木ޱʷ 30

3　野地遺跡出土編૊製品のૉࡐ植物と木製品のथ種

第 16図　編物素材の顕微鏡写真（1）
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4C�		ಉ　木ޱʷ 604B�		࡫類　/*(�2908　木ޱʷ 30

第ᶜষ　ࣗવՊ学分ੳ
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第 17図　編物素材の
　　　　　顕微鏡写真（2）

第 18図　試料採取位置（1）

第 19図　試料採取位置（2）
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第ᶝষ　ま と Ί

1　野地遺跡 4,1かΒ出土した編物にͭいて
松　永　篤　知

A　は　͡　Ί　に

野地遺跡の 13T 内土坑 4,1 かΒ、縄文時代晩期前葉にଐ͢るෳ਺の編物が良好な状態で一ׅ出土し

た。本遺跡では、2005 年度発掘調査ʦ渡邊・্ࡔほか2009ʧにおいてもΧΰ・ឈ胎࣫器・編෍（࣫ࠉし෍）

が出土しているが、ࠓճ新たにࢿྉが௥Ճ͞Εる͜とになͬた。いͣΕも、縄文時代の編物ར༻を͑ߟる

্できΘΊて重要なࢿྉであり、ߟ古学的ݟ地かΒ֤ࢿྉの特௃と発ݟのҙ義にͭいて記͢。

の੔ཧޠ༺本ج　#

出土編物にͭいては、研究者にΑͬて࢖༻͢る༻ޠがҟなる͜とが少な͘ない。たと͑ಉ͡༻ޠを༻い

ていても、͢ࢦҙຯがҟなる৔合もあり、े分な஫ҙがඞ要である。ͦ͜で֤ࢿྉをৄし͘ݟる前に、͜

͜で༻いる主なج本༻ޠの੔ཧをしておきたい。

編　　物	 成した器ܗを૊んͩりབྷΊたり巻き্͛たりなͲして平面またはཱ体をࡐ௕い植物ૉࡉ

物（Χΰ・ឈ胎࣫器・敷物・編෍なͲ）を、͜͜では「編物」と総শ͢る。ۙ年、͜の種の植物製品（の一෦）

にରして「編૊製品」とい͏ݺশを࢖༻͢るྫもし͹し͹ݟΒΕるが、日本ߟ古学において「˓˓製品」

と͏ݴ৔合、「土製品」・「石製品」・「植物製品（木製品ؚΉ）」・「骨֯製品」なͲのΑ͏に、ޠ಄に͢ףる

のは原ଇとしてૉࡐである。ͦのΑ͏な中で、「編૊」とい͏ٕ法をޠ಄に͢ףる「編૊製品」とい͏ݺ

শを࢖༻͢る͜とには少なかΒͣҧ和ײがあるたΊ、͜͜では࢖༻しない。ͦもͦも「編૊」とい͏ࣗޠ

体、総ׅ的な「編」（「໢代編Έ」・「も͡り編Έ」・「巻き্͛編Έ」とݺͿΑ͏に本དྷあΒΏるٕ法が「編」Έである）

と、一෦のٕ法のΈを͢ࢦ「૊」（৚ࡐが୯७ަࠩ͢る޿義の໢代編Έの類が「૊」Έである）をಉྻにฒ΂て

おり、合ཧੑにܽけると͜Ζがある。֤緯৚（ԣਊࡐ）が経৚（ॎਊࡐ）をڬんでஈをҧ͑るஅ面構଄をな

͢ものを「૊Ή」とし、֤緯৚（ԣਊࡐ）が経৚（ॎਊࡐ）をڬんでਫ平にฒͿஅ面構଄をな͢ものを「編

Ή」と͢る名ٱҪ文໌ࢯの主ுʦ名ٱҪ 2004ʧもあるが、ಉࢯの研究は縄文時代とۙݱ代のੜٕ׆ज़を

݁ͼͭける͜とに重఺がஔかΕている͜とに஫ҙ͢るඞ要がある（ͦのたΊ、ຽ۩දݱのޠඌをҙਤ的にվม

したり、໻ੜ時代Ҏ߱出͢ݱる巻き্͛編ΈのҐஔͮけが໌ࣔ͞Εていなかͬたりとಠ特なと͜Ζがある）。୯७に

義のも޿Ͷ֓）「བྷΊる」・（義の໢代編ΈにରԠ޿）て、「編Ή」を総ׅ的なものとし、ͦの中に「૊Ή」͑ߟ

͡り編ΈにରԠ）・「巻き্͛る」（巻き্͛編ΈにରԠ）なͲといͬた֤動࡞（ٕ法）がؚまΕるとཧղ͢Ε͹、

͢ࢹ者として重要ۦ古学的ํ法のઌߟがຽଏࢯҪٱもඞ要ないしे分੔合的である。なお、名࡞のૢޠ༺

るਿࢁणӫ男ࢯも、実は「編物」のޠを༻いている͜とʦਿࢁ 1942B・Cʧをࢦఠしておきたい。͞Βに「編

物」とい͏ޠは、文化人類学でもಉ༷の器物に࢖༻͞Εʦ吉本 1987ʧ、中国ޠ（「஛編物」・「ѵ編物」ʦᔳߐ

ল文物؅ཧ委員会 1960ʧ）やؖ国ޠ（「 （ピϣンϜル、編物）」ʦ国ཱ金海ത物ؗ 2008ʧ）でも௨りが良͘、学

やܳ޻であり、఻౷ݱ本的にຽ۩දج、はޠ的にもあるఔ度༗ޮである。「編૊製品」とい͏ࡍ的・国ࡍ

ຽଏ事ྫにおいてͦΕが͑׶てબ୒͞Εている৔合にはΉしΖ࢖༻͢΂きであるが（たと͑合ཧ的でないと



35

͜Ζがあͬても、ͦのޠをબんͩ͜とࣗ体に఻౷的・ຽଏ的なҙ義がある）、աڈの遺物を合ཧ的・؍٬的にධՁ

͢΂きߟ古学においては、ໃ६の小͞い「編物」のํがΑりద੾であΖ͏。ͦΕが໢代編Έ・も͡り編Έ・

巻き্͛編ΈなͲのいͣΕにΑるものであΖ͏とも、編んͩ物なのͩかΒ「編物」なのである。編物とい

͏と、ݱ代の日ৗੜ׆においては๮針編Έ・ᭉ針編ΈなͲにΑる編物をਅͬઌに૝૾しがちであるが、（日

本ྻ島内の遺跡かΒ出土͢る͜とはまͣないにせΑ）ͦΕΒもؚΊて「編物」なのであり、͜のޠを࢖༻͢る

͜とにԿΒ໰୊はない。ちなΈに、ۙ年ץ行͞Εたʰ発掘調査のてͼき ʦɦ文化庁記೦物課・ಸ良文化財

研究所 2010ʧにおいても「編物」のޠが༻いΒΕており、͜の͜とかΒも͜のޠがߟ古学おΑͼ埋蔵文

化財行政におけるඪ४的༻ޠとしてҐஔͮけΒΕΑ͏。

網代編み	 しʦ௶Ҫࢦがॎ・ԣ・ࣼΊに୯७ަࠩ͢るものをࡐ義的には、৚޿も࠷ 1899ʧ、ຽ۩ද

における「࢛π目編Έ」（経৚・緯৚がݱ 1本ͣͭ௒͑જり͢るもの）・「市松編Έ」（経৚・緯৚が 1本ͣͭ௒͑

જりし、目が٧まるもの）・（ڱ義の）「໢代編Έ」（経৚・緯৚が਺本ͣͭ௒͑જり͢るもの）・「βル目編Έ（ΰβ

目編Έ）」（経৚の間ִをあけて緯৚が 1本ͣͭ௒͑જり͢るもの）・「ඈͼΰβ目編Έ」（経৚の間ִをあけて緯৚が

਺本ͣͭ௒͑જり͢るもの）・「࿡π目編Έ」（三ํ޲の৚ࡐがަࠩして࿡֯ܗの目をܗ成͢るもの）・「ຑノ葉編Έ」（三

所ݧࢼܳ޻業࢈成͢るもの）ʦ大分県別෎ܗの目をܗがަࠩして三֯ࡐの৚޲ํ 1991・1992ʧなͲをแׅ͢る。

͜の޿義の໢代編Έは、名ٱҪ文໌ࢯが「૊Ή」ٕ法と͢るものでありʦ名ٱҪ 2004ʧ、h文化人類学事యʱ

の「ަࠥ૊৫」ʦ吉本 1987ʧに૬౰͢る。なお、͜ の種の編Έํは、一෦のྫ֎をআき、֤ ૊৫を「௒͑」・

「જり」・「ૹり」（緯৚が経৚をԿ本௒͑、Կ本જり、経৚Կ本分ԣにͣΕるか）でද͢ݱる͜とがՄ能である（第

20ਤ）。௒͑・જり・ૹりでද͢ݱる͜とが೉しい

ものがあるなͲのཧ由かΒ、͜のදݱの༗ޮੑにҙ

義をএ͑、ຽ۩දݱを࢖༻͢る͜とを主ு͢るҙݟ

ʦ名ٱҪ 2009ʧもあるが、ٯにຽ۩දݱは֮ײ的

なと͜Ζが͘ڧ、௒͑・જり・ૹりにΑͬてந出͞

Εるࡉかな編Έํのҧい（地Ҭࠩ・時期ࠩ）を一ॹ͘

たにしてしま͏্、ಉ一ٕ法でも地ҬにΑͬて名শ

がҟなる৔合がある͜となͲかΒ、͜ちΒのΈでද

できる௒͑・જり・ૹりをݱ的਺஋で૊৫をද؍古学的には、あ͘までも٬ߟ。るΘけにもいかない͢ݱ

ળであΖ͏。一ͭ࠷別にද記͢るのがݸできないものはݱをซ記、ͦΕでもදݱ本とし、ͦΕにຽ۩දج

のࢹ఺にࣥݻせͣ、ߟ古学的දݱ・ຽ۩දͦݱΕͧΕのҙ義を認ΊながΒ、྆者をదٓ࢖い分けた小林行

༤ࢯʦ小林 1964ʧのΑ͏な࢟੎が大੾であΖ͏。

もじり編み	 一ํの৚ࡐに別の৚ࡐをབྷΊるものをࢦし、ຽ۩දݱでは「縄目編Έ」や「૒ࢠ編Έ」な

Ͳともݺ͹Εる。名ٱҪ文໌ࢯは、͜Εを「編Ή」ٕ法と͢る。޿義的には、「Ϥコఴ͑も͡り編Έ」（経

৚・緯৚をަࠩ͞せ、ͦΕに別の৚ࡐを 2本୯ҐでབྷΊ巻͘もの）や「1৚བྷΊ編Έ」（経৚・緯৚をަࠩ͞せ、ͦ

Εに別の৚ࡐを 1本୯ҐでབྷΊ巻͘もの）ʦ野田ほか2005ʧ、「巻きͭけ」（経৚・緯৚をަࠩ͞せ、ͦΕに別の৚ࡐ

を巻きͭけるもの）ʦ松永 2010・2011ʧも͜の種の編ΈํにؚまΕΑ͏。޿義的にݟたも͡り編Έは、h 文

化人類学事యʱの「ᎇり૊৫」ʦ吉本 1987ʧにほ΅૬౰͢る。なお、「1৚བྷΊ編Έ」は、੨田遺跡ʦ荒

川・石ؙほか2004ʧや野地遺跡のץط報告書において「៧り（かがり）」と͞Εたものであり、۝भ地ํೆ

෦の縄文時代ૣ期にݟΒΕるಉ種の編物ѹࠟ原体をඌ関ਗ਼ࢯࢠが「བྷΈ巻き」ʦඌ関 2007ʧの一෦にؚ

Ίている。͞Βにߟ古学ではないが、ֹ田ࢯ؜のຽ଒学的研究においては、「まきͭけ」ʦֹ田 1966ʧの

経条2本分超え、経条2本分潜っている

経条1本分横にずれている（送り）

（超え） （潜り）

第 20図　超え・潜り・送りによる網代編み分類・
 　表現方法（ʦ松永 2006ʧかΒసࡌ）

第ᶝষ　ま と Ί
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一種にҐஔͮけΒΕるΑ͏である。ۙ年、͜の種の編Έํを「៧り（かがり）編Έ」と記ड़͢るྫがݟΒ

ΕるΑ͏になͬたがʦ北田 2012ʀ佐々木 2012ʀ本田 2012ʧ、ͦもͦもࢳ状のものをかΒ͛る͜とをҙ

ຯ͢る「៧り」・「かがり」のޠは、別のҙຯ・分野で࢖༻͞Εる͜ともある͜とかΒ（ឌ巻きٕ法の「֯か

がり」ʦ大分県別෎࢈業ݧࢼܳ޻所 1992ʧのほか、෍やֵ製品なͲ）、ͦの࢖༻にはे分஫ҙがඞ要である（ׅހ

書きにした্でඞͣઆ໌文を෇けるなͲ）。また、「៧り編Έ」の中に、ච者が「巻きͭけ」としてଊ͑ている

ٕ法をؚΊて࢖༻している৔合ʦ佐々木 2012ʧもあり、ͦのఆ義ࣗ体にෆ໌確なと͜Ζがある。ݱ時఺

では、ࠓや͘޿認知͞Εている「Ϥコఴ͑も͡り編Έ」とಉ時にઃఆ͞Ε、ଞの༻ޠとの重ෳもな͘、ఆ

義も໌確な「1৚བྷΊ編Έ」を࢖༻͢るํがଥ౰のΑ͏にࢥΘΕる。ͦして、Ϥコఴ͑も͡り編Έ・1৚

བྷΊ編Έ・巻きͭけを総ׅ͢るޠとして、「བྷΊ編Έ」（యܕ的なも͡り編Έではない、བྷΊる編Έํとい͏ҙຯ）

または「བྷΊ（Έ）巻き編Έ」（1৚བྷΊ編ΈとབྷΈ巻きの間をとͬたもの）のΑ͏なޠをઃఆ・࢖༻͢΂きで

あΖ͏。ͦして、ͦΕΒを͞Βに޿義のも͡り編Έの中にҐஔͮける΂きである。と͜Ζで、͜ΕΒ޿義

のも͡り編ΈのいͣΕにおいても、བྷΊࡐのབྷΊํ（巻きํ）にはࠨӈの別があるが、͜͜では縄文原体

の縄の೨りํ޲දݱに合Θせて、Lの೨りとಉ༷のབྷΊํを「ࠨབྷΈ（ࠨ巻き）」とし、3の೨りとಉ༷の

བྷΊํを「ӈབྷΈ（ӈ巻き）」と͢る。

カ　　ゴ	 ཱ体的な編物༰器の͜とである。௵Εた状態で出土͢る͜とがଟいが、ఈ෦かΒのཱち্

がりやޱ縁෦（縁仕舞）の存在なͲかΒΧΰである͜とが認ࣝできる。中でもൺֱ的ॊೈなものは、「編ା」

として区別͢る͜ともできΑ͏。͞Βに、Χΰに࣫をృ෍したものは「ឈ胎࣫器」として区別͞Εる。

敷　　物	 ԿかのԼに敷͘たΊの平面的な編物である。平面的な編物が、あるఔ度の޿がりをもͬて

遺構ఈ面なͲかΒ出土した৔合に敷物として認ࣝできる。

編　　布	 も͡り編Έで編んͩ෍である。ߟ古学では、学史的に「あん͗ん」とಡΉのがج本である。

。し෍として認ࣝできるࠉΊΒΕた状態で出土͢る͜とがあり、ͦの৔合は特に࣫ݻΒΕた編෍が࣫でߜ

ࢿ　$ ྉ の 特 ௃

前ஔきが௕͘なͬてしまͬたが、いΑいΑ֤ࢿྉをৄし͘ݟる͜とにしたい。ࢿྉの࡯؍にあたͬては、

特に編Έํ・器種・ૉࡐの 3要ૉに஫目͢る。͜ΕΒ 3要ૉは、ଞの遺物の製ٕ࡞法・器種・ૉࡐがͦ

͏であるのとಉ༷に、少なかΒͣ૬関関܎を࣋ͬているとݟΒΕるかΒである。編Έํ・器種・ૉࡐをݟ

る͜とにΑり、ͦ の編物の特௃がුかͼ্がるのである。ͦΕΒに出土状گなͲの৘報を合Θせる͜とで、

。ྉのありํが໌Βかとなるࢿ֤

編物 2（ਤ൛ 11�2）・編物 3（ਤ൛ 11�3）

編物 2と編物 3は、Χΰである。おͦΒ͘ഇ͞غΕたものであΖ͏。

編物 2は、4,1 の۱でͶ͡Εて௵Εた状態でͭݟかͬたもので、体

෦の編Έํは、1৚བྷΊ編Έ（「៧り」）の類である（第 21ਤ）。ަࠩ͢る

経৚・緯৚の͏ち、緯৚は 2本 1૊になͬており、2૊ないし 3૊͝

とに間ִがあ͘。野地遺跡の平成 17年度発掘調査や੨田遺跡でも、ए

体ࠩはあるもののಉ類のΧΰ（平成ݸのׯ 17年度発掘調査ɿ緯৚ 3本 1૊、

੨田遺跡ɿ緯৚ 1本୯Ґ）が出土しており、縄文時代晩期ࠒの新潟県Ҭにおいては͜の種の編ΈํにΑるΧ

ΰがయܕ的であͬたՄ能ੑがある。བྷΊࡐは、ࠨབྷΈである。޿義のも͡り編ΈのབྷΈは、௨ৗӈརきの

人間がお͜な͏とࠨになる͜とかΒʦງ川 2011ʀ松永 2011ʧ、ͦΕが൓ө͞ΕたのであΖ͏。ఈ෦を

第 21図　編物 2　編み方模式図

1　野地遺跡 4,1かΒ出土した編物にͭいて
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ܽ͘たΊ、ఈ編Έのٕ法はෆ໌である。ޱ縁෦෇ۙはΘͣかに残ͬているが、状態がѱ͘縁仕舞のৄࡉは

やはりෆ໌である（一෦、巻きࡐを巻いているΑ͏に͑ݟるՕ所がある）。ૉࡐは、थ種ಉఆの݁果、経৚・緯

৚・བྷΊࡐともϚλλϏのຮを෯ 2～ 4NNに྾いたものである͜とが൑໌した。Χΰ類におけるϚλ

λϏࡐの࢖༻は、ଟઇ地ଳに୎ӽ͢るとい͏ຽଏ事ྫが知ΒΕておりʦࢁ本 1989ʀ渡ล 1996ʧ、縄文時

代・໻ੜ時代の出土編物をݟても北཮地ํかΒࢁӄ地ํにかけての日本海ଆのଟઇ地ଳに分෍͢るʦ佐々

木 2006・2012ʀ野田ほか2005ʀງ川 2011ʀ松永 2010・2011ʧ。͢なΘち、͜のΧΰは日本海ଆ地Ҭ

的な特௃をࣔ͢ものとしてཧղできΑ͏。

編物 3は、4,1のྡに掘り͜まΕた小土坑্面でͭݟかͬたもので、やはり体෦はࠨབྷΈの 1৚བྷΊ

編Έ（「៧り」）の類である。たͩし、ަࠩ͢る経৚・緯৚ともに 1本୯Ґであり、編物 2とは編Έํがए

ҟなͬている（第ׯ 22ਤ）。ޱ縁෦・ఈ෦ともにܽଛしているたΊ、ఈ編Έや縁仕舞がͲのΑ͏なもので

あͬたのかは一੾ෆ໌である。ૉࡐは、編物 2とはҟなり、経৚・緯৚・བྷΊࡐのいͣΕもώノキとい

͏ಉఆ݁果であͬた。ώノキのࢬを、෯໿ 2～ 5NNに྾いて࢖༻して

いる。縄文時代の北཮地ํやࢁӄ地ํでは、針葉थを༻いた޿義のも͡

り編ΈのΧΰ類なͲが୎ӽ͢るがʦ佐々木 2006・2012ʀງ川 2011ʀ

松永 2010・2011ʧ、ͦΕΒに௨͡るものがあり、͜のΧΰも日本海ଆ

地Ҭ的な特௃をࣔ͢ものとしてҐஔͮけΒΕΑ͏。

編物 1c，1a・1b（ਤ൛ 10）

編物 1D は、4,1のఈ面でͭݟかͬた平面的な編物で、土坑に敷かΕ

た敷物とݟΒΕる。編Έํは、経৚・緯৚とも 4本Ҏ্ 1૊にした 2

本௒͑ 2本જり 1本ૹりの（޿義・ڱ義ともに）໢代編Έである（第 23ਤ）。

経৚・緯৚とも 4本Ҏ্ 1૊に͢る໢代編Έの編物は、北海ಓ೜࿏土

৔遺跡ʦ中田ほか1989ʧや܈അ県כ野遺跡ʦ਀東村教育委員会 1991ʧ

のほか、ԕ͘௕ߐԼྲྀҬのᔳߐলՏᇗ渡遺跡ʦᔳߐল文物ߟ古研究所 2003ʧなͲでもͭݟかͬており、

中国ߟ古学では「ଟ経ଟ緯式」とݺ͹Εる（Տᇗ渡文化・അՈ඿文化にଟい）。͜ΕΒの遺跡でも、敷物（೜

࿏土৔・כ野・Տᇗ渡）やนࡐ（Տᇗ渡）と൑அ͞Εている。敷物やนࡐのΑ͏な面積の޿い編物を製͢࡞

るࡍには、௚ઢ状のૉࡐをׂり྾いたものを、4本Ҏ্まとΊて௒͑જりしたํがޮ཰的ͩͬたのであΖ

͏。編物 1D のૉࡐは、અのある௚ઢ状の植物を෯໿ 2～ 8NNに྾いたものであり、थ種ಉఆの݁果、

経৚・緯৚ともαα類である͜とが൑໌した。経৚・緯৚とも、અをͦΖ͑ている఺が஫目͞Εる。なお、

λέαα類を༻いた޿義の໢代編Έは、東日本にଟ͘ʦ佐々木 2006・2012ʀງ川 2011ʀ松永 2010・

2011ʧ、本ࢿྉも東日本の࿮の中でଊ͑る΂きものなのであΖ͏。͞Βに、本ࢿྉにͭいては、編物の縁

ล෦が残ͬている͜とが特ච͞Εる。෯のҟなるシφノキのथൽ（ࡉɿ໿ 3～ 6NN、ଠɿ໿ 31～ 37NN）

を࢖༻し、৚ࡐを 1～ 4本ͣͭ௒͑જりした後、ͦのथൽを୺で݁ͼࢭΊている。Χΰ類のޱ縁෦が残ͬ

ているྫは全国的に少なかΒͣ知ΒΕるが、͜のΑ͏な平面的な編物の縁ล෦が໌ྎに残ͬている͜とは

௝しい。縄文土器ఈ෦の「敷物ѹࠟ」（土器製࡞༻敷物のѹࠟ）の原体となͬた編物の୺がͲのΑ͏になͬ

ているのかを͑ߟる্でも、͜のࢿྉはߟࢀになΖ͏。と͜Ζで、͜の縁ลॲཧ法にͭいては、ݱ時఺で

は特に༻ޠをઃఆせͣ、「थൽで݁ͼࢭΊるํ法」または「（थൽにΑる）݁ͼࢭΊ」ఔ度にとͲΊておき

たい。ۙ年、出土編物にରして҆қな༻ޠઃఆをお͜な͏ྫがݟΒΕるΑ͏になͬたが、後のࠞཚをট͘

ͩけであり、新نに༻ޠをఏএ͢るࡍには৻重かͭे分な検౼がඞ要である。なお、本ࢿྉの݁ͼࢭΊは、

第 22図　編物 3　編み方模式図

第 23図　編物 1c　編み方模式図

第ᶝষ　ま と Ί
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෯のҟなるथൽを࢖༻͢る͜とで、一種の૷০・文༷ޮ果を࣋たせているՄ能ੑがある఺でも஫目͞Εる。

編物 1B・1C も、平面的な編物である。編物 1Dಉ༷、編Έํは経৚・緯৚とも 4本Ҏ্を 1૊に͢る

2本௒͑ 2本જり 1本ૹりの໢代編Έで、ૉࡐはαα類である。やはりαα類の᜖を෯໿ 2～ 8NNに

྾いたものを、અをͦΖ͑てฒ΂、୯७ަࠩ͞せている。本ࢿྉは、土坑中央෦で編物 1D に重なるΑ͏

にͭݟかͬており、土坑のޱを֖͙࠹のΑ͏な໾ׂを果たしていたՄ能ੑがある。たͩし、編Έํ・ૉࡐ

ともに編物 1D とಉ͡である͜とかΒ、ಉ༷・ಉ一の敷物であるՄ能ੑもࣺてきΕない。いͣΕにせΑ、

土坑に൐ͬて機能した平面的な編物であると͑ߟΒΕる。

%　発 ݟ の ҙ 義

Ҏ্の࡯؍所ݟを౿ま͑、ࠓճ野地遺跡かΒ出土した編物ࢿྉの発ݟのҙ義にͭいてड़΂ておきたい。

第一に、野地遺跡における編物の製࢖・࡞༻の実態が、Αり一層ৄし͘໌Βかになͬた͜とが͛ڍΒΕ

る。前ճの 2005 年度発掘調査ではΧΰ・ឈ胎࣫器・編෍（࣫ࠉし෍）がͭݟかͬていたが、͜Εに新た

なΧΰや敷物がՃΘり、Αりଟ༷な編物ར༻がුきூりになͬた。野地遺跡の縄文人は、޿義の໢代編Έ・

も͡り編Έを࢖ۦして、ཱ体的・平面的な編物を製࡞し、༷々な༻్（༰器・土坑敷物または֖・࣫޻）に

ճ、2005ࠓ。していたΑ͏である༺࢖ 年度発掘調査にはݟΒΕなかͬた編Έํ・器種・ૉࡐが確認でき

た͜とで、ͦのଟ༷ੑが͞Βにཱͭ͜ࡍとになͬた。

も͏一ͭは、新潟県における出土編物の৘報が૿͑た͜とである。本県における縄文時代の編物実物ࢿ

ྉとしては、野地遺跡Ҏ֎に新発田市੨田遺跡のΧΰ・᝖（΢έɿԁ౵ܗをఄ͢るړ࿑༻編物）・εμレ状編物、

地遺跡のឈ胎࣫器ʦ関ほか1987ʧ、௕Ԭ市ཱࠜ遺跡の編物ยʦ中村ࣉ川市ڕࢳ 1988ʧが知ΒΕていたが、

͜ΕΒに͞Βなる৘報がՃΘͬた。௨ৗ、編物の৘報はѹࠟࢿྉなͲを௨͡て間઀的にಘΒΕる͜とがଟ

いが、一次ࢿྉである実物がͭݟかる͜とはͦΕͩけで貴重である。新潟県では特に、縄文時代晩期の編

物の実物ࢿྉが少しͣͭॆ実してきており（野地・੨田・ࣉ地）、๛かな編物文化がঃ々に͑ݟてきた。新

潟県では、Ҏ前かΒ日本海ଆの北཮地ํ（針葉थやϚλλϏを༻いた޿義のも͡り編Έがଟい）と東日本（λέ

αα類を༻いた޿義の໢代編Έがଟい）の中間的༷૬をࣔ͢͜とが༧ଌ͞Εていたがʦ松永 2010ʧ、ࠓճの

発ݟでͦの֖વੑがΑりߴいものとなͬた。新潟県Ҭの文化的要ૉには、ࠓもੲも༷々な地Ҭੑがަࡨし

ている͜とが知ΒΕているが、ͦΕは縄文時代晩期の編物にͭいても౰てはまるΑ͏である。なお、新潟

県の縄文時代編物に日本海ଆ地Ҭや東日本なͲといͬた地Ҭੑがަ͢ࡨる͜とは、縄文土器ఈ෦の「敷物

ѹࠟ」かΒもಡΈऔΕるʦ松永 2011ʧ。

౰વの͜とながΒ、ࠓճ出土した編物ࢿྉの発ݟのҙ義は、新潟県Ҭの縄文文化研究の中ͩけにとͲま

るものではない。ࠓ後、日本ྻ島の縄文文化ͻいては東ΞδΞのઌ史文化における編物ར༻の実態を୳る

্でも、大きなखがかりとなるͩΖ͏。

2　2010 年度調査の成果と課୊

A　2005 年度本発掘調査とのൺֱ（第 9・10ද、第 24・25ਤ）

͜͜では、͜Εまで地区͝とでݸ別に৮Εてきた調査内༰にͭいて、ൺֱ的ৄࡉな調査を行͏͜とがで

きた 2005 年度本発掘調査とൺֱの͏͑調査成果を総ׅしたい。

なお、第ᶙষ 2で৮Εたとおり、13Tのج本層ংの一෦では、2005 年度調査とҟなる層名が෇͞Εて

2　2010 年度調査の成果と課୊
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いる。྆年度の調査成果をൺֱ͢るにあたͬてࠞཚしないΑ͏、13T の層Ґ名は次のΑ͏にಡΈସ͑る

͜とと͢る。

　「)5B 層」ˠ)6B 層、「)5C層」ˠ)6C層、「)6B 層」ˠ)7B 層、「)6C層」ˠ)7C層

1）13ト レ ン チ（第 9ද、24ਤ）

)7B 層を検出面と͢るフラεコ状土坑 ピット、（4,1）ج1 にݟを検出した。調査所（1JU2・1JU3）ج2

ΑΕ͹、4,1 と 1JU3 は )6C 層、1JU2 は )5 層または)6B 層が掘࡟層と͞Εる（第ᶚষ 1#）。2005 年

度調査 13区では、)5層かΒは調査区を͘޿෴͏ࣗવྲྀ࿏とͦの内෦にܗ成͞Εた堅果類集中、ྲྀ࿏࿬

の貝集中やピットなͲが確認͞Ε、)6層かΒは܈在͢るフラεコ状土坑が検出͞Εている。土坑܈のͻ

とͭである 4,2713 は、ΰミ݀として࠶ར༻͞Εたஷ蔵݀とਪଌ͞Ε、編物のഁଛ品の্にクリ果ൽഁ

᛽・土器層がॱ番にଯ積していた。ͦし・ࡐ層ˠ間層ˠクリ果ൽ層ˠ植物遺体層（λέ・αα類）ˠ板ࡅ

て࠷後には、土坑্෦かΒྲྀΕࠐんͩシルトにΑͬて埋຅している。13区のଯ積状گをݟてΈると、)6

層の土坑܈はՏ川の൙ཞなͲにΑる૿ਫにΑͬて୹期間に埋຅し、)5層のࣗવྲྀ࿏ 4%2506 はͦのࠟ

跡をࣔ͢ものとਪଌ͞Εる。13T のϝインϕルト・ηクシϣン（ਤ൛ 2）においても、)5層・,5層（ਤ

൛ 2の「)4」「,4」）のレンズ状の落ちࠐΈが確認できるが、͜Εは 13区の)5層とରԠ͢るՄ能ੑがあ

る。なお、13区の土坑܈では、クリ層を検出した 4,2713 をআき、土坑内に堅果類を大ྔഇغした事ྫ

はօແであͬた。しかしͦの一ํで、χϫトコ・ϠϚグϫ・αルφシ・Χラεβンシϣ΢なͲの小種実集

積層がෳ਺の土坑で確認͞Εており、調査区間でҟなる༷૬が໌Βかとなͬた。「編物敷土坑」とݺশし

た 4,1は、ఈ面かΒଆ面にかけて編物を敷͘͜とで機能を果たしたとਪଌ͞Εるが、13区の土坑܈は、

機能ఀࢭ後にΰミ݀として࠶ར༻͞ΕたとࢥΘΕるもの͹かりであͬた。「編物敷土坑」は全国的にも稀

少な事ྫであり、ଞの遺跡ྫとのൺֱをとおしてࠓ後のৄࡉな分ੳがඞ要である。

2）18ト レ ン チ（第 10ද・25ਤ）

まͣ 18T でෳ਺の堅果類集中がܗ成͞Εた)2層は、2005 年度調査 11区において、௚ܘ 50DNほ

Ͳのクリࡐを主柱と͢る掘ཱ柱ݐ物が存在した時期である。ٯに 11区で堅果類集中がଟ͘ܗ成͞Εる

)3層期には、18T で柱݀（掘ཱ柱ݐ物か）が掘͞࡟Εている。͜Εを໛式化したのが第 25ਤの࠷Լஈの

ਤである。11区では)2層を掘࡟面として掘ཱ柱ݐ物がݐઃ͞Ε、,1層にΑͬて柱が埋຅͢る。ͭま

り,1層ଯ積前に্԰おΑͼ柱の্෦はٺちたか、ఫ͞ڈΕていた͜とになる。)3層্面にܗ成͞Εた

堅果類集中（4/）は 4#22 の柱݀にΑͬてյ͞Εている。一ํ 18Tでは、)3E層を掘࡟面として柱がཱ

てΒΕ、)2層で柱の一෦が埋まり、,1層で׬全に埋຅している༷ࢠが͏かが͑る。1ຕ͝との層ްが

ബ͘、少し཭Εるͩけでରൺが೉し͘なる野地遺跡のଯ積状گをྀ͢ߟると、࿈ଓしない地区間の正確な

層のରԠ関܎は೉しいのが実ࡍである。しかし、Ծに্記のΑ͏なղऍが正しいと͢Ε͹、11区と 18T

の間で掘ཱ柱ݐ物（柱݀）と堅果類集中のܗ成が時間的にٯస͢る͜ととなり、掘ཱ柱ݐ物のݐઃ৔所が

18TかΒ 11区にҠ動したՄ能ੑを͏かがΘせている。

また、ؙଠࡐが検出͞Εた)5層の前後では、11区では土坑・ピット・焼土なͲ༷々な遺構が認ΊΒ

Εるが、ͦの中には۶૴人骨を埋૴した 4,70 がある。2005 年度調査報告ʦ渡邊ほか2009ʧでは、11

区のपลにはุҬが存在͢るՄ能ੑをࢦఠしたが、ࠓճの調査では新ن掘࡟は行ΘなかͬたたΊ、)4～

5層での遺構分෍状گを໌Βかに͢る͜とはできなかͬた。Ծに未調査地区にุ坑を࢝Ίと͢る遺構が分

第ᶝষ　ま と Ί
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第 24図　P3区と 13T の遺構比較
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第 25図　P1区と 18T の遺構比較
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෍しているとしても、ԣ౗しとなͬたؙଠࡐが͜͜に存在͢るҙຯを໌ղにઆ໌͢るには৘報ෆ଍である。

#　成 果 と 課 ୊

ΒΕたݶ小な範囲にڱճの調査は、ᶃࠓ 2005 年度調査をิ଍し、低地のڌ఺的集落とਪଌ͞Εる野地

遺跡のੑ֨ղ໌に͢ࢿる͜と、ᶄ 2001 年のࢼ掘調査で出土し、ͦのまま土中に埋Ί໭͞Εた༗機࣭遺物

をճ収͢る͜と、の 2ͭを目的に実施した。ᶃにͭいては、͢でにAで৮Εたのでৄड़しないが、2005

年度調査をิ଍͢る重要な成果をಘる͜とができた。まͣ 13T では、ྡ઀͢る 13区で検出͞Εている

フラεコ状土坑܈の一෦であΖ͏ 4,1・1JU3 を確認した。しかし、土坑ఈ面に編物を敷いたྫや、大ྔ

のクルミをഇ͢غるར༻ํ法は 13区では確認できͣ、৔のੑ֨のҧいを൓өしているՄ能ੑが͑ߟΒΕ

た。また 18T では、掘ཱ柱ݐ物の一෦とࢥΘΕる柱と、柱をݐてた後にܗ成͞Εたややن໛の大きな堅

果類集中がηットで確認͞Εた。掘ཱ柱ݐ物と堅果類集中の૊合せは 11区でも認ΊΒΕているが、堅果

類集中のܗ成（堅果類のഇغ）後、ͦ の一෦をյ͢かたちで掘ཱ柱ݐ物がݐઃ͞Εている఺が 13Tとҟなͬ

ている。掘࡟面の前後関܎をもとに͢ると、掘ཱ柱ݐ物のݐઃ時期が 18T かΒ 11区にҠ動したՄ能ੑ

も૝ఆ͞Εる。

ᶄにͭいては、ࢼ掘調査かΒ 9年経た࠶発掘の݁果、木柱や堅果類はൺֱ的良好な状態でอ存͞Εて

いる͜とが൑໌した。۩体的な૝ఆがあͬたΘけではないが、༧૝Αりも༗機࣭遺物の෗ٺのਐΈ۩合が

஗かͬたとい͏印৅を࣋ͭ。͜Εは、ઔ状地の຤୺にҐஔし、ൺֱ的地Լのอਫ཰が҆ఆした状گにある

本遺跡の埋຅ڥ؀が޾いした͜と、2NҎ্の地Լに埋຅しているたΊ、地্のӨڹがۃΊてऑい͜とな

Ͳが大きな原因であΖ͏。ࢼ掘調査時఺とݱ時఺をൺֱしたՊ学的なσーλがないたΊ۩体的なࢦඪには

なりに͘いが、一度֎ؾに͞ࡽΕた༗機࣭遺物の遺存状گをࣔ͢ͻとͭのέーε・ελσΟとして記録に

ཹΊておきたい。

13区（2005 年度調査） 13T（2010 年度調査）

時　期 所ଐ層Ґ 検出層Ґ 遺　　　構 検出層Ґ 遺　　　構

後期中葉～後期後葉 )6C )7 フラεコ状土坑 4,2732・2735・2723・2749

後期後葉～晩期ॳ಄
)6C )7 フラεコ状土坑

4,2709・2712・2714・2720・
2722・2727・2728・2738・
2739

)7B フラεコ状土坑 4,1
（編物敷土坑、堅果類・編物ഇغ）

)7B ピット 1JU3（堅果類ഇغ）

)6B )6C フラεコ状土坑 4,2602・2713・2716・2733

)7B ピット 1JU2（編物・堅果類ഇغ）
晩期前葉前൒ )5 )5

ࣗવྲྀ࿏ 4%2506

フラεコ状土坑 4,2520

貝集中 4+2512

堅果類集中 4/2502・2503・2085・2510

ピット 12301・2519・2520

第９表　13T と P3区の比較

第 10表　18T と P1区の比較

11 区（2005 年度調査） 18T（2010 年度調査）

時　期 所ଐ層Ґ 検出層Ґ 　遺　　　構 検出層Ґ 遺　　　構

晩期前葉前൒～後൒

)5 )5
焼骨集中 4X65

)5B ؙଠࡐ
焼土 4F66

)4～ 5

)8B ุ݀・土坑 4,70、82～ 84、85・93

)8C
土坑 4,69・87・108

ピット 162～ 64ほかピット܈

晩期前葉後൒

)3 )3B ～
E 堅果類集中 4/29～ 31・52・54～ 56・58 )3E

柱݀（掘ཱ柱ݐ物） 11～ 5（柱ࠜあり）

炭化物集中

)2～ 3 )8C 土坑 4,95

)2 )2 掘ཱ柱ݐ物 4#22 )2 堅果類集中

,1 ,1 炭化物集中 4719・20

2　2010 年度調査の成果と課୊
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	1	 野地遺跡は、日本海東北ࣗ動ंಓのݐઃにઌཱͭ 2001 年度ࢼ掘調査で発͞ݟΕ、2005 年度に本発

掘調査を実施した縄文時代後期中葉（Ճીར#2・3式ซ行）～晩期中葉（大ಎ$1式ซ行）の低地の集落

遺跡である。2001 年度調査では、ࠓ後、本発掘調査にࢸる͜とをྀߟして、土器・石器なͲの遺物の

Έをճ収し、遺構おΑͼ遺構に൐͏木柱や堅果類等はཆੜの͏͑ͦのまま埋Ί໭してऴྃした。しかし、

ͦの後の޻法มߋにΑり、埋Ί໭͞Εた遺構・遺物は未ճ収のままとなͬていた。本書は、重要遺跡の

内༰確認と༗機࣭遺物のճ収を目的に実施した 2010 年度確認調査の報告である。

	2	 ճの調査は、2001ࠓ 年のࢼ掘調査トレンチの͏ち、13トレンチと 18トレンチの一෦をର৅に実施

した。ج本的にはࢼ掘時の埋土をআ͢ڈる͜とにཹΊ、新ن掘࡟は一෦にݶఆした。なお、13トレン

チは本調査 13区、18トレンチは 11区にྡ઀し、遺物แؚ層間のରԠ関܎が確認͞Εた。

	3	 13 トレンチでは、土坑 とピット（4,1）ج1 掘調査ࢼを検出した。いͣΕの遺構も（1JU2・3）ج2

時఺ではクルミഇغ範囲と認ࣝ͞Εていたが、ࠓճの調査にΑͬて、クルミが遺構内にഇ͞غΕたもの

である͜とが൑໌した。特に 4,1は、埋土のクルミをআڈしたと͜Ζ、ఈ面に編物を敷いた「編物敷

土坑」である͜とが໌Βかとなͬた。胎内市੨田遺跡（縄文晩期຤）では૲を敷いた土坑が検出͞Εて

いるが、敷物を敷いたྫは県内ではॳྫであり、全国的にもر少である。2005 年度本発掘調査の成果

とൺֱ͢ると、13トレンチपลでは、後期後葉～晩期ॳ಄における土坑܈が存在͢る͜とが໌Βかと

なͬた。

	4	 18 トレンチでは、掘ཱ柱ݐ物の一෦とࢥΘΕる木柱 5本のほか、トチ・クルミ・クリなͲを集中的

にഇغした堅果類集中、ԣ౗しになͬた௕͞໿ 6NのؙଠࡐなͲを検出した。特にؙଠࡐは、遺跡かΒ

発͞ݟΕたՃࠟ޻あるࡐとしては県内࠷大となる。2005 年度本発掘調査の成果とൺֱ͢ると、18ト

レンチपลでは、掘ཱ柱ݐ物と堅果類ഇغ৔がܗ成͞Εていた͜とが໌Βかとなͬた。

	5	 ֎೦͞Εた木柱なͲの༗機࣭遺物は、༧૝ݒΕた͜とかΒ෗৯のਐ行が͞ࡽにؾ֎掘調査時に一度ࢼ

にอ存状態は良好であͬた。͜Εは、ઔ状地の຤୺にҐஔ͢るたΊ地Լのอਫڥ؀が良好であͬた͜と、

2NҎ্の地Լに埋຅していたたΊ、地্のӨڹがۃΊてऑい͜となͲが大きな原因とࢥΘΕる。

要　　　໿
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0 （1：60） 3m

SPA'SPA 
11.0m

SPA'SPA 
11.0m

SPA'SPA 
11.0m

6E8 6E9 6E10

7E8 7E9 7E10

土層注記①（13T）
 Ⅰ層 耕作土
 Ⅱ層 河川堆積層
 １ 灰色細粒砂
 ２ 黒褐色シルト
 ３ 灰色砂質シルト　マンガンが多く沈着。
 ４ 灰オリーブ砂質シルト　マンガンが多く沈着。
 ５ 黄灰色細粒砂
 ６ 灰色砂質シルト
 ７ 黄灰色シルト　上層に黄色土ブロックを多く含む。
  （Ｐ3区Ⅱ8層に相当）
 ８ 灰色砂質シルト　上層はやや細粒砂となる。（Ｐ3区Ⅱ9層に相当）
 ９ オリーブ黒色シルト　灰色砂を斑状に含む。上部に腐植土層が
  貫入する。
  （Ｐ3区Ⅱ11層に相当）
 10 灰色砂質シルト　植物遺体を少量含む。（Ｐ3区Ⅱ12層に相当）
 11 オリーブ黒色シルト　砂質シルト、炭化物片を少量含む。
  （Ｐ3区Ⅱ13層に相当）
 12 灰色細粒砂　火山灰層（Ｐ3区Ⅱ14層に相当）
 Ⅲ層 遺物包含層
 H1 灰色砂質シルト　上部に植物遺体を含む。炭化物片を少量含む。
 K1 灰色砂質シルト　炭化物粒子を微量含む。火山灰の薄層が貫入する。　
 H2 灰色砂質シルト　炭化物粒子・片を含む。
 K2 灰色砂質シルト　炭化物片を微量含む。
 H3 灰色シルト　炭化物片を含む。
  （Ｐ3区Ｈ3・Ｋ3・Ｈ4相当。分層不可）
 K3 灰色シルト　炭化物粒子を微量含む。（Ｐ3区Ｋ4層に相当）
 H4 オリーブ黒色シルト　灰色シルトを斑状に含む。植物遺体・炭化物
  片を多量に含む。（Ｐ3区Ｈ5層に相当）
 K4 灰色砂質シルト　炭化物をほとんど含まない。
  （Ｐ3区Ｋ5層に相当）
 H5a オリーブ黒色シルト　上層に炭化物を多く含む。遺物・自然礫を
  多く含む。
  （Ｐ3区Ｈ6a層に相当）
 H5b 黒色シルト　灰色シルトをブロック状に含む。
  （Ｐ3区Ｈ6b層に相当）
 H6a 黒色シルト　下部にいくほど暗緑灰色砂質シルトを多く含む。
  炭化物を少量含む。（Ｐ3区Ｈ7a層に相当）
 H6b 緑灰色砂質シルト　粗粒砂（Ｐ3区Ｈ7b層に相当）

　　

土層注記②（18T）
 Ⅰ層水田耕作土
 １ 灰色粘質シルト
 ２ 褐灰色シルト
 ３ 灰褐色粘質シルト　上部は水田床土
 Ⅱ層河川堆積層
 １ 黄灰色粘質シルト　鉄分が目立つ。
 ２ 黄灰色粘質シルト　鉄分が目立つ。
 ３ 灰色粗砂　鉄分が沈着。
 ４ 黄色灰色～灰色砂質シルト
 ５ 黄色灰色～灰色砂質シルト
 ６ 灰色砂質シルト
 ７ 灰色粗砂　鉄分で変色する。地震の噴砂発生層。
 ８ 灰色シルト　
 ９ 灰色粗砂
 10 灰色シルト　
 11～14 灰色砂質シルト　砂層が貫入する。小規模流路跡。
 15 褐灰色粘質シルト　砂層が貫入する。
 16 灰色砂　灰白色粗砂が混入する。
 17～21 灰色砂質シルト～灰色細砂
 22～23 灰色シルト～砂　粗砂がラミナを形成する。小規模流路跡。
 24～26 灰色シルト～砂　非常に硬く締まる。ピット1（木柱）周辺で
  ウエーブを生じている。
 27 灰褐色シルト　腐植物と炭化物を含む。
 28 灰色砂　植物遺体と炭化物を多く含む。H1層が混入する。
 29 灰色砂
 Ⅲ層遺物包含層
 H1 灰黄褐色シルト　
 K1 灰黄色シルト　有機物が多い。
 K2 青灰色シルト～砂
 H3d 暗青灰色シルト　有機物を多量に含む。火山灰の薄層を混入する。
 H4 青灰色砂　有機物の薄層、灰白色砂が多く混入する。
 K4 青灰色シルト　均質なシルト層
 H5a 青灰色シルト　上面に厚さ2cmのクリ果皮層が堆積する。
  灰色砂ブロックを含む。炭化物・植物遺体が混入する。
  横倒しの丸太材を覆う。
 H5b 青灰色砂　丸太材の北側に堆積。土器を多く含む。
 H6 暗青灰色砂　土器・炭化物・木片を多く含む。
 H7 暗青灰色砂礫　土器を含む。
 包含層以外の間層
 １ 灰褐色シルト　部分的に炭化物・腐植物を多く含む。層が波打つ。
 ２ 青灰色砂　
 ３ 灰褐色シルト　褐色腐植土と灰色シルトの互層。
 ４ 灰色細砂
 ５ 明灰色砂
 ６ 灰色シルト　植物細片が薄層をなす。
 ７ 灰色シルト　植物を少量含む。
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 1 黒褐色シルト　トチ種皮を主体とする有機物層が下部に貫入する
 2 褐灰色シルト　灰色細砂がブロック状に混入する
 3 黒褐色シルト　トチ種皮層がラミナ状に貫入する
 4 暗灰白色シルト灰色細砂、暗褐色シルトがブロック状に混入する
 5 オニグルミ　暗褐色シルトが間層として貫入する
 6 黒褐色有機物　トチ・植物遺体・ドブガイを含む
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SPA'SPA 
9.1m

SPC'SPC 
8.8m

SPD'SPD 
8.8m

SPE'SPE 
9.0m

SPB'SPB 
9.1m

P1
 1 黒灰粘土に青灰粘質シルト塊混　H3d類似。
 2 灰粘質シルト　柱に接し礫、土器含む。
 3 灰シルト　砂礫主体。

P2
 1 灰褐シルト
  ① H3dから掘り込まれたPit　灰シルト。
  ② 褐灰粘土。
  ③ H4,5から掘り込まれたPit　灰褐粘土に礫混。
 H4-1青灰シルトにH４が入る。緻密でしまり良。

Pit1と周辺の土層断面
 基本層序
  H3d ：黒灰粘土に青灰色シルト混入。
  K3 ：青灰粘質シルト
  H4,5 ：黒褐粘土　土器・炭化物・礫混。
  H5 ：灰粘質シルトに黒褐色土塊混。
  H7礫層 ：砂礫層。

P2
 1 柱が傾いたあとの混入土。灰褐色シルト

P3
 1 褐灰色粘土

P5
 1 黒灰粘土に青灰シルト混。
 2 灰粘質シルト

P4
 1 褐灰粘土

7E12

7E7

7E12

7E7

0 1m（1:30）

柱根

0 （1：30） 3m

SPC
SPC'

SPB'

SPD'SPD

SPE'

SPB

SPA

SPA'

SPE

P1

P5

炭化物集中

柱

柱

柱
P4

P3

P2

深掘り

H4,5

H4-1

H4,5
P③ H4,5

K3
K3 K31

1

2

3
H6

H7

H3d

H3d

②

①

K3
H4,5

H5

K3

1

H3d

H7

H4,5

H4,5 1

H3d

K3
1

2
H5

H4,5

H7礫層

P2P2

P1

P5P4P3

K3

H7

H6

H4,5

1H3d

図 版 4 18T　11～ 15ηクシϣン



0 15cm（その他）
（1:3）

0 20cm（29）
（1:4）

13T

18T

1
（H6a層）

5
（H6a層）

19
（H6層）

20
（H6層）

22
（H6層）

27
（H6層）

30
（H6層）

32
（H6層）

33
（H6層）

36
（H6層）35

（H6層）34
（H6層）

38
（H6層）

39
（H6層）

37
（H3b層）

26
（H6層）

23
（H6層）

28  
（H7層+P1）

29
（H2層+SN）

21
（H4・5層）

25
（H5・6層）

31
（H5・6層）

24
（H5・6層）

6
（H6a層） 7

（H6a層）

10
（H6a層） 11

（SK1）

13
（SK1）

15
（SK1） 17

（SK1）

16
（SK1）

18
（H4・5層）

14
（SK1）

12
（Pit3）

8
（H6a層） 9

（H6a層）

2
（H6層）

3
（H6a+H6b層） 4  

（H6a層）

土器（1） 図 版 5



0 15cm（その他）
（1:3）

0 10cm（54・55）
（1:2）

0 20cm（51・52）
（1:4）

0 6cm（53）
（2:3）

アスファルト

18T

40
（H3d層）

41
（H3d層）

42
（H6層）

44
（H6層）

49
（P5）

46
（H6層）

47
（H6層）

48
（H4層）

52
（H4層）

51
（H4層）50

（H6層）

53
（13T,SK1） 54

（13T,H4層）

55
（18T,H7層）

43
（H6層）

45 
（H4層+H5・6層）

図 版 6 土器（2）・石器



0 30cm（その他）
（1:6）

0 60cm（4・5）
（1:12）

2
（18T P4）

1
（18T P3）

7
（13T SK1）

8
（13T 杭）

3
（18T P5）

6
（13T SK1）

5
（18T P1）

4
（18T P2）

木製品（1） 図 版 7



0 50cm（柱表裏）
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0 5m（断面図）
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編物1d②
編物1cと同一個体で
側壁から内に倒れた編物。
底部から見て裏になる。
緑辺処理の結び目が2つ
ある。

編物1c
（土坑底部の編物）

編物1b（1cを覆う編物（下側））

編物1a（1cを覆う編物（上側））

編物1c（土坑底部の編物）

編物1d①
土坑底部から立ち上がった敷物で、
裏側が見える。緑辺処理の樹皮がある。
隣接する小土坑により変形している

13T　SK2・Pit2　編物出土状況

13T　SK1編物の重複関係

編物2

編物3

4,1

1JU2

結び目

端部処理

0 （1ɿ10） 50DN

編物製品（1）　13T　4,1　編物検出状گ 図 版 9



0 （1ɿ6） 50N

SK1　編物1と編物2（カゴ）

図 版 10 編物製品（2）13T　4,1　編物 1



編物2
（13T　SK1）

編物3
（13T　Pit2）

0 （1ɿ3） 20N

編物製品（3）13T　4,1　編物 2・1JU2　編物 3 図 版 11



図 版 12

　　　①　13T　SK1　土坑底面の編物

　　　②　13T　SK1　上部のクルミ殻除去　木製品出土　右下：ピット 2

4,1　編物ほか出土状گ



図 版 13

　　　①　13T　SK1　編物 2

　　　②　13T　Pit2　編物 3

4,1　編物 2・1JU2 編物 3



図 版 14

　①　13T　SK1　クルミ半分除去　木製品等出土 　②　13T　SK1　クルミ半分除去　断面

　③ 13T　SK1　上部のクルミ殻除去　木製品出土　左下：ピット 2 　④　13T　SK1　土坑底面の編物　左下：ピット 2

　⑤　13T　SK1　土坑底面の編物 　⑥　13T　SK1　土坑側縁の編物 1d①（外面）

　⑦　13T　SK1　編物 1d②　編物端部の結び目（拡大） 　⑧　13T　SK1　編物 1d②　編物端部

4,1　出土編物（1）



図 版 15

　①　13T　SK1　土坑壁の編物 1d① 　②　13T　SK1　編物 1cの中央部（取上げ時切り離し）

　③　13T　SK1　編物 2（部分） 　④　13T　SK1 のクルミ殻とピット 2

　⑤　13T　ピット 2セクション（南西から） 　⑥　13T　ピット 2　クルミ層（5層）

　⑦　13T　ピット 2　6層下部（東から） 　⑧　13T　ピット 2　完掘（東から）

4,1　出土編物（2）・1JU2



図 版 16

　①　遺跡現況　18T（手前）と 13T（南から） 　②　13T と P3区の位置（南から）

　③　13T　南東壁セクション（北から） 　④　13T　南東壁セクション（北西から）

　⑤　13T　南東壁セクション中央（北西から） 　⑥　13T　掘削作業

　⑦　13T　クルミ 1（SK1）、クルミ 2（Pit3）清掃作業 　⑧　13T　クルミ 2（ピット 3）断面　（北西から）

遺構（1）　13T（1）



図 版 17

　①　13T　Pit2 検出　（北から） 　②　13T　Pit2 上部灰層検出（北西から）

　③　13T　Pit2 編物 3清掃作業 　④　13T　Pit2 編物 3検出状況

　⑤　13T　クルミ 1（SK1）・クルミ 2（Pit3）検出（北西から） 　⑥　13T　クルミ 1（SK1）検出（北西から）

　⑦　13T　クルミ 1上層の埋土　南東壁（南西から） 　⑧　13T　クルミ 1（SK1）（北西から）

遺構（2）　13T（2）



図 版 18

　①　13T　クルミ 1（SK1）　上部取上げ後（北東から） 　②　13T　SK1 輪郭検出（北西から）

　③　13T　SK1,Pit2　取り上げ準備 　④　13T　SK1　取り上げ前　根切り完了（北から）

　⑥　13T　SK1　取り上げ作業　発泡ウレタンで覆う

　⑦　13T　SK1 と杭

　⑤　13T　SK1　取り上げ作業

遺構（3）　13T（3）



図 版 19

　①　18T　南西端掘削作業（北東から） 　②　18T　作業風景

　③　18T　完掘状態（北東から） 　④　18T　完掘状態（南西から）

　⑤　18T　6E7・8北西壁セクション（南東から） 　⑥　18T　7E8・9北西壁セクション　P1付近（東から）

　⑦　18T　6E 丸太材（クリ）　H5a 層 　⑧　18T　P1周辺清掃

遺構（4）　18T（1）



図 版 20

　①　18T　P1～ 5 ･炭化物集中検出（南東から） 　②　18T　P1～ 5 ･炭化物集中検出（南西から）

　③　18T　P1セクション（南東から） 　④　18T　P5セクション（南東から）

　⑤　18T　P3セクション（南東から） 　⑥　18T　P3検出（南東から）

　⑦　18T　P4セクション（北西から） 　⑧　18T　P4検出（北西から）

遺構（5）　18T（2）



図 版 21

　①　18T　H2層堅果類集中（南西から） 　②　18T　堅果類集中（クリ）（北西から）

　③　18T　堅果類集中（クリ）（北西から） 　④　18T　堅果類集中（トチ）（北西から）

　⑤　18T　6E19 編物（西から） 　⑥　18T　7E13　シカ下顎骨H4層（北西から）

　⑦　18T　丸太材取り上げ　8月 19日 　⑧　現地説明会　8月 14日

遺構（6）　18T（3）



図 版 22遺物（1）　土器（1）
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図 版 23 遺物（2）　土器（2）・石器・木製品・動物遺体
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242 重要遺跡確認調査

所収遺跡名 種別 主な時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

野地遺跡 集落跡 縄文時代
後期中葉
～晩期前
葉

編物敷土坑、
土坑、ピット、
炭化物集中、
堅果類集中範囲

縄文土器、石器、木製
品（板・柱等）、編物
製品、植物遺体（クル
ミ・トチノキ等）、動
物遺体（未焼骨・貝等）

低地の重層遺跡。重要遺跡確認とし
て、縄文時代晩期層まで遺構調査を
実施した。全国的にも稀少な「編物
敷土坑」を検出し、縁仕舞が残る編
物が良好な状態で遺存していた。



新潟県埋蔵文化財調査報告書 第245集 『野地遺跡1I』 正誤表追加

：録 I 北k；立置 I 3 s度 5分三秒 I 3 s 度 5 分~3 秒
抄録 東経 1 3 9度 23分46秒 1 3 9度 23分 33秒

新涅県埋蔵文化財調査報告書 第245集 野地遺跡II 正誤表

頁 行 誤 正

例言 10 第VII章l編物製品 第VlI章1野地遺跡SK!から出土した編物について

42 下から10行目 建設されている点が且Iと異なっ 建設されている点が凶Iと異なっ

図版 2 中段セクション図 2001年Pl 撹乱 200_5_年pI 撹乱
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